























































































































































































































































































































































































































































































































青森県 群馬梨 滋賀累 岡山県 鹿児島県






































膏森県 群馬県 滋賀県 岡山県 鹿児脇県
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
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24年 25年 26年 29年30隼 31年
歩　　兵 76．4 79．0 68．0 71．1 70．8 66．4
野戦砲兵 6．4 6．7 3．8 7．4 9．4 7．8
工　　兵 4．0 4．3 3．7 5．2 5．0 4．6
蝉声勝兵 4．0 0 1ユ．0 7．9 6．0 7．3
騎　　兵 3．6 4．0 3．4 3．0 3．4 3．4
要塞砲兵 2．7－ 2．7 2．4 2．5 3．6 4．1
輔璽兵 2．0 2．1 2．2 2．7 1．8 L7
砲　　兵 0．9 1．2 2．8 0 0 0
砲兵助卒 0 0 0 0 0 1．1
砲兵輸卒 0 0 0 0 0 2．4
縫　　工 0 0 1．8 0 0 0．9
靴　　工 0 0 0．9 0 0 0．5






























































































































































































































































































就学率 識字：率 就学率 識字率 就学率 識字率
明冶32年 506 766大正3年 885978昭和4無 991995
明冶33隼 541 794大正4無 884978昭和5奪 992995
明冶34年 575803大正5年 875 979昭和6年 992 995
明冶35年 609 832大正6年 866 980昭和7年 993 996
明冶36年 648 842大疋7年 852 981昭和8年 994996
明冶37年 678858大正8年 868984昭和9年 994996
明治38年 745 891大正9年 966988昭和10無 995996
明冶39年 766916大正10庫 974990昭和11奪 995997
明冶40年 798930大正11毎 980991昭和12年 995997
明冶41年 8玉5 942大正12奪 982991昭和13年 995997
明冶42年 830 950大正13年 982991昭和14年 996997
明冶43年 844957大正14年 983991昭和15年 996 997
明冶44年 865 966大正15奪 985992昭秘6年 996997
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農　業 10．0 22．1 67．9 4，761
商　業 4．7 19．1 76．2 2，499
工　業 14．1 31．0 54．9 3，497
漁　業 32．8 35．2 32．0 122
早業 5．2 9．8 85．0 889





農業 3．4 9．9 86．7 3，232
商　業 3．6 13．2 83．2 1，774
工　業 10．5 19．2 70．3 2，030
庶　業 3．3 5．6 91．1 551





















































庶業 農業 工業 商業 労力
明治19駕 62．5 38．9 43．51．1 24．3
佐賀県 明治20年 58．7 39．240．9 50．0 21．5
明治21隼 57．5 41．3 44．6 56．3 21．2
新潟県 明治20驚三 46．3 30．9 34．047マ 25．1
明治19葎 73．9 52．9 54．4 68．7 37．5
明治20年 67．9 49．6 46．6 64．2 32．2
三重県 明治2簿 72．3 57．6 54．5 68．5 39．9明治22年 71．2 60．7 58．9 71．442．6
明治2脚 7を7 629 59．4 75．041．2
明治24鋸 72．5 65．2613 75．9 44．3
岡山県 明治23年
73．7 62．8 59．1 72．1 40．4
明治24犀 74．7 65．4 61．0 73．342．8
4．2．臣民のリテラシー
　謡本常一は，『家郷の訓』（初版・1943年）の中で次のような圓想を行っ
ている。
　　　文字を持たざる世界にあって文字はこの上もなく尊いものと考えられた。昔の
　　人は文字には絶体真理が含まれているものとかんがえたようである。私の祖父は
　　私に文字のかかれてある紙で絶体に鼻をかんではならぬ，また尻をふいてはなら
　　ぬと戒めた。私の出郷の折に私に言い聞かせて下さったことは，正直にせよとい
　　うことと文字を大切にせよということであった。しかし今文字をかならずしも大
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切にしていないので，禮父を思い出すたびにすまなく思う。その禎父も昔は寺子
屋へ行ったのである。寺子屋へ行くのは嫌だったという。祖父に言わせると平生
使いもしない字をならうのはっまらなかったという。そこでお寺へ行く風をして
は山へあそびに行ったそうである。この時ならった文字は生涯のうちに自分の名
前を書くのと，種子物の袋にその名を書いておくのに，使ったくらいであるにす
ぎなかったというが，文字に対する気持だけは信仰的であった。
　外祖父も寺子屋組だったがろくに行かなかった。だがこの方は大工になったの
で梱当に読み書きができた。しかし祖母隼配の女たちで文字を知るものはなかっ
た。女には寺子屋も何もなかったからである。が，父母の時代になると小学校へ
行くものが出来てきた。父は学校へ行きたくても一年しか学校へやってもらえな
かったというが，学校へたとえ一年でも行ったものは学問の力を信じていた。そ
してまた文字を尊んだのである。（［6030：99～loe　N］）
　宮本常～は，明冶40年（1907年置の生まれであるから，祖父や外檀父が
寿子屋に通った時代は，江戸時代の末期であったと思われる。パッシンは明
治維新時の社会集団別識字率を推定したが（1．2．），その推定では小作人
（水呑百姓）がいちばん識字率が低かった1＞。宮本の園想はそのことを裏付け
ている。水呑百姓に文字を使う機会はそれほどなかったのである。しかし，
これを4．1．2．で見た明治40年代の壮丁の職業別リテラシーの結果と比べて
みよう。大阪府・京都府では，労力・工業という，農業よりも識字率の低い
社会集団が存在している。これらの社会集団はいったいどのようにしてでき
たのだろうか。
　新藤東洋男は，「明治維新以降におけるlil本経済の高度の発展は，すべて
日本の農村を犠牲にしておしすすめられたといっても過言ではなかった。」
（〔6035：1頁3）と述べ，次のように続けている。「日本の農村は，労働力の
貯蔵庫として位置づけられ，過一人口を常に保有することによって，過度の
低賃金労働を可能にしてきたのである。いわば低賃金労働を再生産する後背
地であった。明治以降の政府の諸政策もかかるルートの上で，すべての施策
がもとめられたのである。この歴史的過程においては，寄生地主鋼2＞が急激
な進展をみせ，地租改正当時29パーセントであった小作地は，15年後には
40パーセント以上に上昇し，昭和初期には70パーセントにものぼることと
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なった。」（［6e35：1頁〕）
　さらに，新藤は，農村からの賃労働者の析出には次の3っの場合があった
ことを指摘している。1っは，農村周辺の製糸工場・織物工場へ析出する場
合であり，これは初期に多かった。もう1つは，中貧農が単身都市に出稼ぎ
する場合であり，そして最後の1っは，中貧農が一家をあげてまたは一家離
散して都市に流入する場合である。新藤はこれに付け加えて，「これに職人
層の賃労働化と，没落士族層の賃労働化などが加味して臼本の労働者は創出
されて行ったのである。」（［6035：39頁3）と述べている。
　大門正克［6055］は，大正期後期（1920年代）の年少労働者の職業に関
して，学歴によって違いがあることを指摘している3）。すなわち，男子につ
いてであるが，尋常小学校卒だけの学歴の者は少年工や給仕になるのに対し
て，高等小学校卒の学歴の者は小店員や給仕・事務見習いなどの職業を選ぶ
のである。大門はこの理由を，小学校卒だけの学歴の者は「家計補充」が主
な就職理由であったのに対して，高等小学校卒の学歴の考は夜学などでの
「勉強」や「自己の目的を果たすため」が主な就職理由であったためである
と説明している。大門のこの指摘は，農村から都市への人口移動が教育とい
うチャンネルを通して異なった社会階層へ配分されていくことを示したもの
で，都市の下層社会の形成過程を解明する上できわめて重要なものであると
考える。明治初・中期にまでさかのぼって，このことを明らかにすることが
必要であろう。
　それでは，農村に残った人たちは，どのような入たちだったのだろうか。
そして，どのようなリテラシーの持ち主だったのだろうか。浜田陽太郎
［4006：60頁］は，農民廟身は高い学歴を取得することを求めなかった。そ
れは農村から離脱することを意味したからだ，と述べている。
　一方では農村からの流出，そしてもう一方では農村での生活，この2っの
ことを関連させながら，今後，農民のリテラシーを検討していきたい。
注
1）　パッシンが小作入としているのは，おそらくは水呑再姓のことであろう。農民に
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　もいろいろな階層があった。大きくは「本百姓」と「水呑百姓」とに分かれる。
　「水呑百姓は，本百姓に対する呼称で，田畑を持たない農民，いわゆる無高の農民
　である。それがさらに小作人や貧しい農艮の呼称にもなり，あるいはE琳田を作らず
　百姓鍛冶その他の農村鷺住の職人にもいわれた。ただ高持の水呑百姓も存在するこ
　とから，本百姓に対する水呑百姓は，百姓株も持たぬ百姓とも考えられている。」
　（［3059：95頁］）
2）寄盤地主制とは，「生計費が主として小作料収入に依存し，自作農業収入が」
　（［3059：38頁］）意味を持たない地霊，すなわち寄：生地主を認めた制度のことであ
　る。「嵜生地主制は，明治初期から第二次世界大戦後の農地改革に至るまでの日本
　農業の圭要な土地所有形態であり，かっ臼本資本主義構造の基底をなしたものであっ
　た。」（〔3059：38頁］）
3）なお，大門正克は，「以前から指摘されてきたように，近代日本社会における教
　育的価値の比重はきわめて高い。しかし，日本の教育史研究では天皇制的な国家主
　義教育の内容，綱手，政策に分析の力点があり，戦前の教育を社会領域の中に位置
　づけ，近代日本社会の特質の解明をめざした仕事は緒についたばかりであること，
　いっぽう，歴史学の分析では奇妙なことに教育の問題が独自にとりあげられること
　が少なく，教育史と歴史学の学問的距離は意外なほどかけ離れている。」（［6055：176
　頁］）と述べ，「戦前の教育を社会領域の中に位置づけ，近代日本社会の特質の解明
　をめざした仕事」として，天野郁夫£4002］と中内敏夫〔4041］をあげている。
4．3。　細民のリテラシー
　明治末から大正時代にかけて，都市の貧囲層を対象にした細民調査が実施
されている。このような調査が行われた理由は，「日露戦争後の社会問題へ
の対策を講じる必要を当局が認めた」ためであると言われている1）。内務省
によって，次の3つの調査が実施されている2）。
　第1回調査：『細民調査統計表善明治44年（1911年）調査実施
　第2回調査：『細民調査統計表摘要3明治45年・大鑑元年（1912年）調査
　　　　　　　実施
　第3圓調査：『細民調査統計表邊大正10年（1921年）調査実施
　これら3っの調査のうち，報告書（解説書）が出されているのは，第2回
調査だけである。以下，この第2回調査の報告書である
　6040：内務省地方局『都市改良参考資料』1915年
にもとづいて細民3）のリテラシーを見ることにする。
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　調査地域は，東京（本所区・深川区）と大阪（大阪市南区）である。そし
て，長調二者（細民）は次のように規定されている。
　　被調査者は特殊小学梗〉（特殊小学校とは東京に於ける細民の兇童を通学せしむ
　　る公立小学校なり）に児童を入学せしむる資格者下之に順ずべきものを大体の標
　　準として調査することSし，更に職業，家賃，収入等注意すべき条件を附記し，
　　巡調員の常識判断を以て細餐と認定したるものなり。（£6040：4頁］）
　簡単に関係するところだけを見ることにする。「6～15歳中就学者の調合」
は，次の通りである。（「不詳」の者を「計」から除いて求めた。）この年（明
治45年）の就学率の全国平均が98。2％であったことを考えると，就学者の
割合はきわめて低いと言えるだろう。
　本所　71．7％
　深jll　76．6％
　大阪　66．8％
　そして，「カナを読み得る者の割合」を現住有業総員について見ると，次
のようになるQ（「不詳」の者を「計」から除いて求めた。）
　本所　72．5％
　深Jll　65．7％
　大阪　49．9％
　これを男女別に分けて見ると，次のようになる。（報告書には百分率のみ
示されている。）
　　　　　男　　女
　本所85．5％52．5％
　深月｛　83．0％　41．2％
　大阪64．2％30．6％
　また，父母よりも子女のほうが「カナを読み得る者の割合」は大きかった。
以上の結果から，報告書は，次のように結論しているQ
　　要するに細民の子女は特殊小学校若くは夜学校の設置其他就学の奨励に依り教育
　　を旧くる者多きに至れるを示すことなるが，女は男に比して文字あるもの著しく
　　少なく，又父母は其子女に比して文字の教育劣れりと云うべし，之を前圓調査に
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見るも亦同一にして，黛齢の長ずるに随ひ，読み得る者の減少するは，現時細民
社会に共通の事実なるが如し。（［6040：111頁］）
注
1）　6073：社会福祉調査研究会編『戦前日本社会事業調査資料集成2（1986年）第1
　巻所収の「資料解題」（加瀬裕子・西原香保麗・申村律子執筆）23頁による。
2）　これらの3っの調査は，
　　6041：内務省地方局・社会局編『細民調査統計表（合冊）』1971鐸
　として復刻されている。なお，細罠調査は内務省以外でも行われており，注1）にあ
　げた社会福祉調査研究会編［6073］の第1巻に，以下の資料が収録されている。
　（「附」として収められている2っの資料は割愛する。ただし，後述するように，最
　初の罫都市改良参考資料』は，内務雀の第2圓細民調査の解説書であるσ）
　　内務省地方局『都市改良参考資料選明治45年（1912年置調査，大正4年（1915年）
　　　刊
　　東京市社会局ゼ東京市内の細民に関する調査』大正9年（1920年）調査，大正10
　　　年（1921年）刊
　　周山県社会周劉集団細民の生活状態調査』大正10年（1921年）調査，大正13年
　　　（1924t21ii）　干lj
　　内務省社会周が細民集団地区調査』大正10年（1921隼）調査，大正12年（1923
　　　年）刊
　　内務省社会局f細渓生計状態調査』大正10年（1921年）調査，大正12年（1923
　　　無）刊
　　名古屋市祉会課『貧困者生活状態』大正13薙（1924年）調査，大正13薙（エ924
　　　年）刊
　　名古屋市社会課『市内橘町細民状態調査』大正13年（1924年）調査，大正14庫
　　　（1925年）　Ta」
　　神戸市祇会課『神戸市内ノ細民＝　eeスル調査（第1回生計之部）』大正13年目1924
　　　年）調査，大正13無G924年）刊
　　神戸市社会劇『神戸市内ノ細細二関スル調査［第2回環境ノ部〕』大iE　14隼（1925
　　　奪：）調査，大正15年（1926鋸）刊
　　長野繋社会課『貧困者の生活状態選大正14年（1925駕）調査，大正15無（1926
　　　隼）刊
　　静岡興社会課『細民生活状態調査報告抄選大正14庫（1925年）調査，昭和2年
　　　（1927奮三）　雪羅」
　　富山県が富山県二審ケル窮民状況調査』実施時期記載なし，大正15年（1926年）
　　刊
　　大阪市社会部澤本市に於ける窮民』実施時期認載なし，大正15駕（1926犀）刊
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　　京都市社会課『貧困者に関する調査選昭和2年（1927年）実施，昭和2年（1927
　　　ff）刊
　　愛知県社会課『極貧者調査』昭和2年（1927年）実施，昭和3年（1928年）刊
3）　「細民」と似たことばに「貧民ユ「窮民」がある。しかし，貧民・窮民が主に経
　済的な面からの呼称であるのに対し，細民は，それとはやや違った角度からの呼び
　名である。細民について，隅谷三貴男は次のように述べている。「裏店謡いである
　ことにおいては旧記と岡一の状態にあったが，おおむね定つた職業をもち，それだ
　け生活も安定していた。その中核をなすものは職人であり，人足，臼庸敢を含む点
　において貧民と重複するが，他方では職工をも包含していた3（［6068：110頁］）
4）　「特殊尋常小学校」とは東京市内の細民地区に設けられたr貧児」を対象にした
　義務教育機関のことである。詳しくは，安固憲彦［4057］その他を参照のこと。な
　お，この特殊尋常小学校は東京市だけでなく大阪市にも設けられていたようである。
　［1078：98～110頁］を参照。ほかの地区でも設けられていたかどうかは不明である。
4．4．　工業労働者のリテラシー
　明治36年頃1903年）に刊行された『職工事情』（〔6058・6078］）をはじめ
として，工業労働者に関する教育程度調査は多い。ここでは，内閣統計局の
行った「労働統計実地調査j（［6038・6039］）にもとづいて，工業労働者の
教育程度を概観することにする。
　この労働統計実地調査は，大正13年（1924年）以降7回行われている1）。
ここでは，第1回調査（大正13奪1G月10日実施）の結果だけを見ること
にする。第1國調査は，工場労働者と鉱山労働者の両者を対象にしている。
その結果を表16・17に示す。工場労働者の場合，「調査工：場ハ原則トシテ調
査期日二於テ三十人以上の労働者を使用スルモノ」（例言）であり，鉱山労
働者の場合，「調査鉱山は鉱業法及砂鉱法の適用を受け調査期日に於て五十
人以上の労働者を使用するもの」（例言）である。
　工場労働者，鉱山労働者とも，男性よりも女性のほうが不惑学者の割合が
高い。特に鉱山労働者の場合そのことは顕著である。そして，工場労働者の
場合，「窯業」「土木建築業」が不就学者の割合が高い。鉱山労働者の場合，
「石弓鉱山」が不就学者の割合が低いQ
注
1）総務庁統計局編『総理府統計局百年史資料集成3・経済上渥（1984年）によると，
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表絡　工場労働者のリテラシー （96）
不　就　学 尋常小学校?途退学
尋常小学校
ｲ業以上マ
男　i女 男　1女　　唱 男i女
全　　　　　　　体 4．1i　7．4　　唱 11。2i18．184。7i74，5　　印
窯業 11．4i23．719，0i22．569．6i53．8　　唱
金属工業 4．7i17，9　　印 9．7i22．985．6i59．2
機械器具製造業 2．oi12．08．gi20．5　　｝W9，1i67．5
化学工業 7．3i15．3　　5P3．4i26．1　　：V9．3i58．6
繊維工業 4、1i　6．6　　印 124i17．883．5i75．6
紙工業 5．3｝20．31エ．3i16．583．4i6a2
皮革，骨，角，甲，羽毛晶類製造業 5．3ilO．620．li15．7 74．6i73．7
木竹二関スル製造業 6．8i22。316．1i2塩．977．1i52．8
飲食料品嗜婦品製造業 3．8i4．912．4i19．283．8i75．9
被服身ノ廻り品製造業 2．6i4．410．5i13．586．gi82．1
土木建築業 12，gi15．27．5i19．079．6i65．8
製版印刷綱本業 正．1i2．1　　印 6，219．8　　印X2．7；88．1
学芸，娯楽装飾品製造業 2．6i7，08．1i15．3　　P 89．3i77．7
瓦斯電気及天然力利用二関スル業 2，gi58。479i20，289．2i21．4
其他ノ工業 5．5i27．71α4i2L784．1i50，6
「総計」から「不詳」を除いた人員中の割合
表17　鉱山労働者のリテラシー （％）
不　就　学 尋常小学校ﾐ途退学
尋常小学校
ｲ業以上
男　i女 男　i女 男　i女
全　　体 15．oi36．025．3i33．9 59．7i30．1
金属鉱山
ﾎ炭鉱山
ﾎ油鉱山
ｴ他ノ工業
12．4i41．6
P5．8i35．6
S2i30．5
P5．1i53．8
23．7i25．5
Q6．1i34．7
P0．8iユ4，6
R1．4i30．3　　：
63．gi32．9
T8．1i29．7
W5．oi54，9
T3．5i15．9
「総計」からf不詳」を除いた人員中の割合
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労働統計実地三三は，本調査が大正13年（1924年），昭和2年（1927年），昭和5年
（1930年：），昭和8年（1933年：），昭和11年1（1936年），昭和14年（1939隼）の6回
行われ，そして，昭和13葎（1938無）に臨時調査が行われている。臨時調査を含め
ると全部で7回行われたことになる。報告書は，ゼ労働統計実地調査報密』（［6038］），
ガ臨時労働統計実地調査報告」（〔6039〕）として刊行されている。ただし，各回の調
査とも三門に分けられて報告書が出されている。「文献目録」では，このことは雀
略した。
5．　まとめに代えて一日本人の読み書き能力調査一
　「リテラシー」ということばがB本ではじめて使われたのは，おそらくこ
の「日本人の読み書き能力調査」がはじめてであったと思われる。ただし，
ドO．目的と方法」に述べたように，この調査では，‘literacy’は「読み書き
能力」と訳され，「社会生活を正常に営むのにどうしても必要な度合，およ
び型の文字言語を使う能力」（〔7084：3頁］）と定義されている。
　調査は，昭和23年（1948年）8月に実施された。調査対象は，日本全国の
15歳から64歳までの国民の中から無作為に抽出した21，008人であり，実際
に調査した人数は，16，814人であった。そして，学校調査として，小5，
小6，中学生，高校生を対象に，読み書き能力調査と国語学力テストを行っ
ている。
　調査問題は，次の8問90題である。
　問題1かな（ひらがな，カタカナ）の書き取り（8題）
　問題2数字（アラビア数字，漢数字）の書き取り（2題）
　問題3　かな（ひらがな，カタカナ）と数字（アラビア数字，漢数字）の
　　　　　読み（12題）
　問題4　漢字の読み（10題）
　問題5　漢字の書き取り（15題）
　問題6漢字で書かれた語の意味の理解（文脈選択）（15題）
　問題7漢字で書かれた語の意味の理解（同義語選択）（15題）
　問題8　センテンスおよびパラグラフの理解（13題）
　0点を「完全文盲」とすると，完全文盲は1．6％であった。かなはなんと
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か書けても漢字はまったく書けない者（問題4以降が0点の者）を「不完全
文盲」とすると，完全文盲とあわせて2．1％であった。そして，年齢が高く
なるほど文盲が多く，学歴のあるほど文盲が少なかった。
　しかし，満点をとって読み書き能力があると認められるのに，満点を取っ
た者は，4．4％しかいなかった。不注意による誤りを見込んでも，6．2％であっ
た。そして，全国平均は，IOO点満点に換算して，78．3点であった。あわせ
て行われた学校調査の結果によると，～般人の得点は，（新制の）中2と中
3の間にあった。
　この調査が，昭和21年（1946年）3月31Hに連合国軍最高司令官に提出
された第1次米国教育使節団の報告書の次の箇所と密接な関係を持っている
ことが広く知られている1）。
　　　日本の国字は学習の恐るべき障害になっている。広く日本語を書くに用いる漢
　　字の暗記が，生徒に過重の負握をかけていることは，ほとんどすべての有識者の
　　意見の一致するところである。小学校時代を通じて，生徒はただ国字の読方と書
　　き方を学ぶだけの仕事に，大部分の勉強時問を割かなくてはならない。この初期
　　数隼の聞，広範囲の有用な語学的及び数学的熟練と，自然界及び人類社会に関す
　　る主要なる知識の修得に充てられるべき時間が，この国字習熟の苦しい戦いのた
　　めに空費されているのである。漢字の読み書きに過大の高聞をかけて達成された
　　成績には失望する。
　　　（中　　略　）
　　必然的に幾多の困難が伴うことを認めながら，多くの日本人側のためらい勝ち
　　な自然の感情に気付きながら，また提案する変革の重大性を十分承知しながら，
　　しかもなお我々は敢て以下のことを提案する。
　　一一　ある形のP一マ字を是葬とも一般に採用すること。二選ぶべき特殊のW一
　　マ字は，日本の学蓄，教育権威潔，及び政治家より成る委員会がこれを決定する
　　こと。三　その委員会は，過渡期中，国語改良計画案を調整する一任を持つこと。
　　四　その委員会は薪聞，定期刊行物，書籍その他の文書を通して，学校や社会生
　　活や国民生活にローマ字を採り入れる計画と案を立てること。五　その委員会は
　　また，一層民主説義的な形のlma語を完成させる方途を講ずること。六　岡字が児
　　童の学習時間を欠乏させる不断の原因であることを考えて，委員会を速かに組織
　　すべきこと。余り遅くならぬ中に，完全な報告と広範剛の計画が発表されること
　　を望む。
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　そのため，国立教育研究所内に「n一マ字教育実験調査委員会」が設けら
れ，日本人の読み書き能力調査と並行して，昭和23年（1948年）9月から昭
和26年（1951年）3月まで，100学級ほどの実験学級（小学校）の児董を対
象に「m一マ字実験教育」が行われた。しかし，「国語」では仮名漢字を教
え，「国語」以外の教科でのみできるだけローマ字を用いることにしたこと
と，m一マ字書きの教科書は「算数」だけであったことなどのため，「実験
クラスとはいっても実は単にrr・一マ字の指導を普通より多少よくやった程度
のクラスが多かった」（こ7049・m一マ字教育研究所調査部：57頁Dという
のが実情であったようである。この実験教育の結果は文部省によって調査さ
れ，
　文部省『ローマ字実験学級の調査報告』1951年
に報告されている。学習効果の測定は，国立教育研究所と国立国語研究所
（岩淵悦太郎）の協力を得て行われている。しかし，この報告書の所在は長
い間不明であった。昨年（1991年），国立國会図書館に所蔵されていること
が分かり，霞本のrr・一マ字社から，同社の創立80年記念として刊行された
　7049：B本のw一マ字社号一マ字実験学級の記録』1991年
の中に復刻されている。
　米国教育使節國（第2次米国教育使節団）は，昭和25年（1950年）にも
来臼し，連合国軍最高謂令富に報告書を提出している。国語改：革に関しては，
次のように，第1次米国教育使節団の報告書に比べ，かなりトーン・ダウン
したものとなっている2）。
国語改革については次のような勧告をする。
一　一つのローマ字方式が最もたやすく一般に用いられる手段を研究すること。
二　小学校の正規の教育課程の中にローマ字教育を加えること。
三　大学程度において，m一マ掌研究を行い，それによって教師がm一マ字に関
　する問題と方法とを教師養成の課程の一一部として研究する機会を与えること。
四　国語簡易化の第一歩として，文筆家や学者が当用漢字と現代かなつかいを採
　湿し，使用するよう奨励すること。
なお，表18に，主に武部良明〔7070］にもとづいて，昭和20年代の文字
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改革を年表形式にまとめた。
表18　昭和20年代の文掌改革
昭和21年
昭和22年
昭和23年
孫召辱…024年
昭和25奪
昭和26年
昭和29年
eg　1次米国教育使節國が報告書を提出（3月31日）
「当用漢字表」（内閣告示・訓令）の公布（11月16日）
「現代かなつかいj（内閣告示・訓令）の公布（11月16日）
内閣通達松文用語の手びき」（12月24H）
CIEのPelzelから日本人の読み書き能力調査のすすめを
受ける（12月）
「当用漢字別表」（内閣告示・訓令）の公布（2月16日）
「当用漢字音訓表」（内閣俊示。訓令）の公布（2月16日）
国立教育研究所でm一マ字実験教育が開始される（4月）
日本人の読み書き能力調査の実施（8月）
国立国語研究所の開設（12月　20　H）
「当用漢字字体表」（内閣告示・訓令）の公布（4月28日）
第2次米国教育使節団が報告書を提出（9月22日）
国立教育研究所のローマ字実験教育が終了する（3月）
読み書き能力調査委員会ゼ日本人の読み書き能力』の刊行
（4月）
「人名用漢字別表」（内閣告示・訓令）の公布（5月25摂）
国語審議会報告「外来語の表記」（3月15日）
fローマ字のつづり方」（内閣告示・訓令）の公布
（12月9日）
→??????????????????????
????
注
1）　報告書の陀本人の読み書き能力』には，この調査のきっかけについて，f§40
　　実施の計画」のところに，「1947年（昭和22年）12月，連合軍総司令部民間情報
　教育部（CIE）の言語問題調査を担当していたJohn　C，　Pelzel（ペルゼル）氏か
　ら文部省へ日：本人の読み書き能力調査をしてみないかとのすすめがあった。文部省
　はこれを教育研修所長話台理作に伝えた。」（〔7084＝231頁〕）とあるだけで，占領
　軍の国語政策との関係について異体的なことはなにも書かれていない。対日占領政
　策に関する最近の研究は，このことをかなり明らかにしつつある。勝岡寛次£7024・
　7025］，西鋭夫£7050］，レイ，H，，勝岡寛次［7059・7060］，袖井林二郎，竹前永
　治編£7067・上巻］，土持ゲーリー法一こ7077］などを参照のこと。また，Hardesty，
　M．〔7011］もある。米国教育使節圃については，土持ゲーリー法一一一一［7e77］のほ
　か，伊ケ宙奇胎生・告原論～良醇編〔7015〕，海後宗臣£7023］，仲新［7046］力靖羊しい。
　なお，「米国教育使節団報告書」の引用は，伊ケ崎暁生・告原幸一郎編［7015］に
　よる。
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2）　中田祝夫は，珊本人の読み書き能力調査の結果から，「アメリカの占領軍が，日
　本の文蛤率の低さに驚いて，かくも広く民衆に普及している漢字を日本人から排除
　できるものではないと判断したとわれわれは推定しがちである。」（［7063：322頁］）
　と述べている。確かに，中田が言うように，真相はそういうことにあるのではない
　ようだ。詳しくは，漉1）にあげた文献を参照のこと。
［あとがき］
　以前から気の付いた文献を集めていたのだが，思い立って本格的に文献調
査を始めたのは，昨年（1991年）の5月中旬のことであった。まだまだ探求
途上であるが，ここに文献臣録を付して中間報告をする。多くの方のご意見，
ご批判，ご教示をいただければ幸いである。
　この研究を行うにあたり，多くの方のお世話になった。氏名をあげること
はしないが、これらの方々に深く感謝する。（1992卑10月1日記）
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　以下の8つに分けて文献を一覧する。文献に付けた番号は，本稿の引用番号である。
　1．　りテラシー一一般
　　　1001”一1079
　2．　外国のリテラシーの歴史
　　　2001r－2053
　3．近貴および近代初期のリテラシー（それ以前を含む）
　　　3001・一3094
　4．　戦前の教育一制度と実態一
　　　4001・一4e62
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3002：網野善彦『日本論の視座一列島の社会と国家一』小学館，199G黛（平成2年）
3003：網野善彦が日本の歴史をよみなおす灘筑摩書房，1991庫（平成3年）
3004：青木美智雄「5章　幕末期民衆の教育要求と識字能力」，青木美智男・河内八朗
　　　編ゼ〈講座ヨ本近世史7＞開国』有斐閣，1985庫（昭和60年），219～269頁
3005：飛鳥井雅道『文明開化』岩波新書，1985隼（昭和60鋸）
3006：大日本教育上編『維新前東京私立小学校教育法及維持法取調書』国書刊行会，
　　　1981年（昭和56黛），原版，大E本教育会，1892年（明治25奪）
3007：ドーア，R．P．，松居弘道訳ヂ第三章徳川期教育の遺産」，ジャンセン，M．B．
　　　編，細谷千博編訳ゼ日本における近代化の問題』岩波書店，1968年（昭和43年），
　　　105～137頁
3008：ドーア，R．P，，松居弘道訳『江戸時代の教育』岩波書店，1970無（昭和45年）
3009：ドーア，R．　P．，松鷹弘道訳ゼ学歴鮭会一列しい文明病一』岩波書店，1978
　　　年（昭禾［153碗三）
3010：深谷克己「江戸蒔代農民の読み書き計算能力」，ガ読売新聞』1978年（昭和53年）
　　　8月10眠夕刊
3011：布川清司『近世民衆の暮らしと学習』神戸新聞総合出版センター，1988年（昭
　　　和63年）
3012；古島敏雄編f農書の時代2農山漁村文化協会，1980奪（昭和55隼）
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3013：葉山禎作「4　農書からみた近世農業技術」，葉山禎作編『＜iヨ本の近世4＞生
　　　産の技術露申央公論社，1992葎（平成4年選，169～210頁
3014：久木幸男『臼本古代学校の研究』玉川大学出版部，1990隼（平成2年）
3015：家永三郎『日本文化史（第二版雇岩波新書，1982年（昭和57年）
3016・飯沼二郎編駈世農書に学ぶ」日本放送出版協会，1976年（昭和51年）
30工71石井良助罪P判の歴史』明石書店，1991年（平成3矩）
3018：石川謙「中世における漢字教育の内容」，『日本教育史学会紀要雌1巻，1944
　　　隼（昭和19隼），　21～68頁
3019：石川　議『学校の発達一特に徳川幕府薩轄の学校における組織形態の発達一』
　　　岩綺書店，1953年（昭和28年）
3020：石用　謙『毒子屋」至文堂，1960年（昭和35年）
3021：石川　謙『日ホ学校史の研究』日本図書センター，1977年（昭和52年），原版，
　　　ノ」、学館，　1959勾三（昭和34隼）
3022：石川　謙『日本庶民教育史』玉川大学出版部，1972年（昭和47年），原版，刀江
　　　書院，1929年（昭和4奪）
3023：石川謙・濫用松太郎編『日本教科書大系往来編（全17巻）』講談歓，1967
　　　年（馬蝿fi42年）　～1977年（昭禾ff52爾三）
3024：石川松太郎購校と善子屡雲教育社，1978駕（昭和53郊）
3025：石川松太郎・薩江広治編『＜日本子どもの歴史3・4＞武士の子・庶民の子（上・
　　　下）』第一法規，1977年（昭和52年）
3026：石母田　正撫本の古代国家』岩波書店，1971奪（昭翰46隼），石母田　蕉『石
　　　母田正著作Pt33岩波書店，1989年（平成禿庫）に収録
3027＝加太こうじガ私の江声・東京学』筑摩書房，1987年（昭和62年）
3028：海後宗距「明治初年の漢字初歩教育」，『日本教育史学会紀要』1巻，1944年（昭
　　　和19年），69～102頁，海後宗臣ゼ海後宗駆著作集8』東京書籍，1981年（昭和56
　　　年）に収録
3029：亀井　孝ほか狛本語の歴史（全7巻別巻1）』平凡社，1963年（昭和38年）
　　　　1：民族のことばの誕盤
　　　　2＝：文字とのめぐりあい
　　　　3：書語芸術の花ひらく
　　　　4；移りゆく古代語
　　　　5：近代語の流れ
　　　　6＝新しい国語のあゆみ
　　　　7：世界のなかの日本語
　　　　別：言語史研究入門
3030：菅野文夫「本券と手継一中翫竃期における土地証文の性格一」，髄本史研
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　　　究」284号，1986年（昭和61年），1～33頁
3031：菅野文夫沖世的文書主義試論一中世土地証文の成立に関する一考二一」，
　　　『岩手大学教育学部研究年：報』50巻1号，1990年（平成2年），1～18頁
3032：笠井助治『近世藩校の総合的研究』吉川弘文館，1960年（昭和35年）
3033；加藤秀俊薪明治二十爺代ナショナリズムとコミュニケイション」，坂田吉雄編
　　　『明治前半期のナショナリズム』未来社，1958年（昭和33軍），311～342頁，加
　　　藤秀俊『文化とコミュニケイション（増補改訂版）3思索社，1977年（昭和52年）
　　　に収録
3034：岸　俊男三階く日本の古代14＞ことばと文字一H本語と漢字文化一」中央
　　　公論社，1988奪（昭和63年）
3035：鬼頭清明『木簡の社会史一天平人のH常生活一』河出書房新社，1984年（昭
　　　和59黛）
3036：小林恵胤「明治14年の識字調一当時の北安曇郡常盤村の場合一一」，ガ長野漿
　　　近代史研究』5号，1973年（昭和48隼），51～57頁
30371児玉幸多f近世農民生活史（新稿版）3吉川弘文館，1957年（昭和32爺）
3038：小糸忠吾ilra聞の歴史一権力とのたたかい一』薪潮選書，1992年（平成4黛）
3039：今田洋三「江戸出版業の展開とその特質」，『出版研究選3号，1972鋸（昭和47年），
　　　22～55頁
3040：今田洋三「江戸の出版資本」，酉山松之助編が江戸町人の研究3」吉川弘文館，
　　　1974年（昭和49年），109～195頁
3041：今田洋三『江戸の本屋さん一近世文化史の側葱一』臼本放送出版協会，1977
　　　年（昭和52黛）
3042：今野信雄ゼ江戸子育て事情』築地書館，1988年（昭和63年）
3043：黒田日出男「戦国・織豊期の技術と経済発展」，歴史学研究会・日本史研究会
　　　編『＜講座日本歴史4＞中世2』東京大学出版会，1985年（昭和60黛），275～316
　　　頁
3044：牧田　茂・斎藤知克編ilra聞むかしむかし』角用文庫，1979奪（昭和54隼）
3045：南　和男ゼ江戸の社会構造選塙書房，1969無（昭零酸4年）
3046：水野　稔『黄表紙。酒落本の世界雲岩波新書，1976年（昭和51年）
3047：三妊信浩『商亮往来の世界一日本型「商人」の原像をさぐる一』日本放送
　　　出版協会，1987年（昭和62年：）
3048：文部省『聞本教育史資料（全9巻）』鳳出版，1984年（昭和59年），原版，1891駕
　　　（明治24年）
3049：森末義彰・賓月圭吾・本村　礎編『＜体系購本史叢書16＞生活史ll　3山川出版
　　　社，1965年（昭和40奪）
3050：宗政五十緒「明治初期の図書出版部数」，紋学』49巻12号，1981年（昭和56年），
　　　　　　　　　　　　　　　　一214一
　　　119～123頁
3051：中田祝夫編『＜講座匡i語史2＞音韻史・文字史』大修館書店，1972郊（昭和47琿）
　　　　築島　裕「第五章　古’代の文字」
　　　　山照俊雄「第六章　近代・現代の文字」
　　　　山内育男「第七章　かなづかいの歴史」
3052：長友千代治f近世貸本屋の研究2東京堂出版，1983年（昭和58年）
3053：奈良本農也編『晒本の私塾』淡交社，1969年（昭秘4郊）
3054：奈良本辰也編『田本の藩校』淡交社，1970年（昭和45年）
3055：日本教育史資料研究会編群臼：本教育史資料」の研究渥玉用大学出版部，1986
　　　庫（昭和6玉隼）
3056：尾形裕康『日本教育通史研究』畢稲EN大学出版銘，1980年（昭和55年）
3057：小木新造『東漿庶民生活史研究2日本放送出版協会，1979駕（昭和54犀）
3058：小野秀雄『かわら版物語』雄由閣，1988隼（昭和63年），原版，1960駕（昭和35
　　　庫）
3059；大石慎三郎編f＜日本史小百科10＞農村邊近藤出版社，1980年（昭和55年）
3060：大石慎三郎・芳賀　登・村上　直・森谷剋久編が民衆史入門』雄山閣，1986年
　　　（昭和61無）
3061＝乙竹岩造ゼ日本庶民教育史（全3巻）』臨川書店，1970年（昭和45年），原版，囲
　　　黒書店，1929郊（昭和壮年）
3062：パッシン，H．，国弘正雄訳『臼本近代化と教育』サイマル出版会，1969駕（昭禰
　　　44年）
3063：ルビンジャー，R．，石附　実・海原　徹訳『私塾一近代日本を拓いたプライ
　　　ベート・アカデミー一』サイマル出版会，1982無（昭和57年）
3064＝佐藤遷代治編『＜講座国語史6＞文体史・雷語生活史2大修館書店，1972年目昭
　　　和47年）
　　　　橋本四郎「第五章　古代の翌旦生活」
　　　　杉本つとむ「第六章　近代の書語生活」
　　　　森岡健二「第ヒ章　現代の雷語生活」
3065：瀬沼茂樹「明治初期の読書階層」，ゼ出版研究』4号，1973年（昭和48犀），25～
　　　32頁
3066；諏訪春雄「蔦屋重三郎の季節（下）一近世凸版の先覚者一一」，『文学』50巻2
　　　号，　1982臼三（昭和57年），　33～45頁，　（＿と）　（Ei－i）　1ま男i甘易　（［3090・3091］）
3067：鈴木秀三郎『本邦新聞の起源』ぺりかん社，1987無（昭和62庫）
3068：鈴木敏央『江戸の本膣（全2巻）選一公新書，1980無（昭和55無）
3069：鈴本ゆり子「6村役人の役割」，藤井譲治編『＜日本の近世3＞支配のしくみ』
　　　中央公論社，1991年（単成3隼），231～270頁
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3070：庄司汗水『日本の書物一古代から現代まで一』美術出版社，1978鎌（昭和53
　　　年）
3071：高橋　敏臨本民衆教育史研究』未来社，1978隼（昭和53隼）
3072：高井　浩『天保期，少年少女の教養形成過程の研究』河出書房新社，1991年
　　　（平成3年）
3073：多田建次『近世教育史料の研究遜玉用大学撮版部，1990年（平成2年）
30741多田建次ド学び舎の誕生一近世賑本の学習諸相一』玉川大学出版部，1992
　　　年（平成4年）
3075：利根啓三郎『寺子麗と庶民教育の実証的研究』雄山閣，1981年（昭和56年）
3076：利根啓三郎「＜近世1＞第八章　民衆の教育需要の増大と寺子屋」，石用松太
　　　郎ほか編ド講座H本教育史2』，第一法規，1984年（昭和59年），179～204頁
3077：津照秀夫「教育の普及と心学」，ガ＜岩波講座日本歴史12＞近世4』岩波書店，
　　　1976黛（昭和51郊），147～189頁，津照秀夫『近世民衆教育運動の展開一念翠
　　　堂にみる郷学思想の本質一遍御茶の水書房，1978葎（昭和53駕）に収録
3078：津田秀夫ゼ近世民衆教育運動の展開一門翠堂にみる郷学思想の本質一』御
　　　茶の水書房，1978郊（昭和53年）
3079：辻本雅史「藩学と儒学一公教育の源流一」，『〈週刊朝日百科〉日本の歴史』
　　　91号，1988年：（昭和63年），83～88頁
3080：辻本雅史「民衆の教育エネルギー一一寺子屋と私塾一」，『〈週刊朝臼百科〉
　　　日本の歴史』91号，1988年（昭和63年），89～94頁
3081：塚本　学緒肺文化との交流」，塚本　学編『〈臼ホの近世8＞村の生活文化』
　　　中央公論社，1992郊（耳z成4庫），333～387頁
3082：筑波常治粕本の農書遍中公新書，1987年置昭和62年）
3083：海原　徹『＜B本史小百科15＞学校』近藤出版社，1979無（昭和54年目
3084：海原　徹『近世の学校と教育』思文閣，1988駕（昭和63年）
3085：八鍬友広ヂ19世紀末日本における識字下調査一滋賀，岡山，鹿児島県の調査
　　　を中心として一」，ゼ新潟大学教育学部紀要（入文社会科学編）』32巻1号，1990
　　　勾三（平成2年），　15～25頁
3086：山室恭子『中世の中に生まれた近世』吉川弘文館，1991年（平成3年）
3087：弥養光長「出版史の研究方法」，『出版研究」1号，1970年（昭和45隼），40～56
　　　頁
3088二弥吉光長「出版文化史を築く道程」，『出版研究』2号，1971年（昭和46年），17
　　　～3頂
3089：弥吉光長『未刊史料による日本出版文化（全10巻）』ゆまに書房，1988年（昭和
　　　63年）～
3G90：「特集・出版1」，『文学』49巻11号，1981年（昭憩56無）
　　　　　　　　　　　　　　　　一2！6一
　　　　今田洋三・中野三敏・宗政五十緒・尾形　｛カ「〈座談会〉近世の出版」
　　　　檜谷昭彦「挿絵の効用一山酒の世之介をめぐって一」
　　　　小野忠重「活字・活画・二二考」
　　　　松平　進「古典の大衆化と蕎儒絵本」
　　　　諏訪春雄「湯屋重三郎の季節（上）一近世出版の先覚者一」
　　　　長友千代治「本四の貸本・貸本屋の出版」
　　　　雲英末雄ヂ俳高書騨の誕生一初代井筒屋庄兵衛を中心に一」
　　　　佐藤要人「吉原細見出版事情」
　　　　岸　雅裕「尾州書林仲間の成立と三都」
　　　　吉原健一郎「江戸板木屋仲立と違法印刷一化政期を申心に一」
　　　　矢作勝美「明治活版印刷の成立と美華書館の影響」
3091：「特集・出版韮」，『文学』49巻12号，1981年（昭和56隼）
　　　　信多純一一一　r師温温数一延宝三年江戸四座役者付考一」
　　　　岡本　勝「本居家と出版書蹄一本屡寛長記念館蔵出版資料を中心に一」
　　　　諏訪春雄「蔦屋重三郎の季節（中）一近世出版の先覚者一」
　　　　渡辺守邦「版薩を読む一壷活字版の印刷と出版一」
　　　　大内田貞郎「近世木活字による印刷と出版」
　　　　中田溢出「法隆寺百万塔陀羅尼の印刷」
　　　　三井淳生「出版雑面」
　　　　太田正弘「名古屋の面上」
　　　　弥吉光長「幕末草双紙の出版一一為永春水の事件を中心に一」
　　　　宗政五十緒「明治初期の図書出版部数一京都，永田調兵衛家の場合一」
　　　　足立巻一「文淵堂・金罵種次郎伝覚書一一大阪時代一」
　　　　福岡　隆「講談出版裏話一浪花篇一」
　　　　中尾堅一一郎「大阪古典書騨・鹿田松雲堂」
　　　　若林正治「京都における出版一…・書痴の想い出一」
　　　　出田久兵衛「古書鑑定の苦楽」
　　　　吉田文夫「文淵閣・浅禽屋のこと」
3092：「特集・江戸時代のマスメディア」，『歴史公言鋪11巻4号，1985庫（昭禰60年）
　　　　延広信治・平田萬里遠・山本武利「〈座談会〉近世情報社会の展開を探る」
　　　　山本武利「マスメディア形成期としての江戸時代」
　　　　真田信治「社会の拡大と標準語の推移」
　　　　井上隆明「近世出版事情」
　　　　着原健一郎「江戸の情報社会」
　　　　宗敵五十緒「上：方の情報社会」
　　　　岸　雅裕「地方の出版事情」
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　　　　林　英夫「『読売り・瓦版』の世界」
　　　　佐藤　悟「マスメディアとしての歌舞伎」
　　　　本橋ヒロ子「実録・講談『中山大納言」」
　　　　比留間尚「辻講釈について」
　　　　林雅彦ヂ絵解き」
　　　　長坂千代治「行商本屋・貸本屋・古本屋」
　　　　関山和夫「説教節」
　　　　倉田喜弘「幕末のはやり歌」
3093：「特集・漢字が入ってきたころ」，『月刊しにか』3巻9号，1992年（平成4年）
　　　　和田　葦・森　博達・木田章義「鼎談・漢字が入ってきたころ」
　　　　山尾幸久「博士薫仁の実像」
　　　　井上秀雄「踏代日本の文字文化と社会状況」
　　　　犬飼　隆「漢字が入ってきたころの環海語と漢字の受容」
　　　　李　成市「古代朝鮮半島の漢字事情と日本一六世紀初頭の輪島を中心に一」
　　　　毛利正守「漢字受容期の資料をめぐって」
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4011：芳文閣出版部編『文部省無報総琶次細H集（全4晋の』芳文閣，1：明治前期編，
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5014：松下芳男il改訂明治軍制史論（全2巻）』国書刊行会，1978年（昭和53年：）
5015：松下芳男ド徴兵令制定史（増補版）』五月書房，1981雑（昭和56駕）
5016：文部省「壮丁教育成績（一～六）」，緻育時論』814～8玉7号，1907無（明治40年），
一　223　一
　　　818●819号，　1908年（明治41年），　一：814号　34～35頁，　：二：815号　30～31頁，
　　　三：816号27～29頁，臨：817号27～29頁，五：818号71～72頁，六：819号26
　　　～28頁
5017：文部省普通学務局「壮丁教育成緻調査書」，『陸軍雀壷大臼記3　（防衛庁防衛研
　　　究所図書館所蔵）所収，1907年（明治40年）
5018　：文部省社会教育局が全国壮丁の教育情況誰
　　　　　1937年（昭和12年）・1938年（昭和13隼）の図版のみ確認（島村濃已所蔵）
5019；文部省社：会教育局『壮丁思想調査擁
　　　　　1930年（昭鞠δ無）度と1940年置昭和15年：）度の2圓実施
　　　　　大久保利謙・海後宗距監修ゼ壮了教育調査概況（全5巻）選　（1973年）の第
　　　　1巻と第4巻に報押書が収録されている。ただし，この復灘に収録されている
　　　　1930年目昭和5年）度の報告書は，　「昭和十閥年度壮丁教育調査委員会ノ参考’
　　　　資料トシテ昭憩五無度壮丁患想調査ヲ抜粋シタルモノナリ」　（同報告書前書
　　　　き）とあるように，報告書原本ではない。原本は島村下下が所蔵している。
5020：長野県「下帯教鳶調査に関する報告（上・下）」，ガ教育時論』739・74（陽，1905
　　　鋸（明治38年），上：739号19～21頁，下：740号21～22頁
5021：長野県編が長野環史近代史料編4　軍薯／警察・司法』長野票史刊行会，1988
　　　年（ffgZ…063翁三）
5022；内閣統計局編纂『日本帯国統言檎三鑑（1～59）』，1：1882年（明治15年）～59：
　　　1940年（昭和15庫）
　　　　　紬本四国統計年鑑』には，何年の版なのかの明示がない。また，掲載さ
　　　　れている統計の無次も項巖によって異なる。以下，それぞれの項目について，
　　　　掲載されている統計の無次を，その年の版として詑督した。ただし，　「労働
　　　　者の教育程度」だけは，ほかの項目に無次を合わせた。なお，『日ホ帝国統
　　　　計年鑑』は，通例，過玄数年の統計を併せて掲載している。
　　　　〔新入兵の教育程度（陸軍省より報告）］
　　　　　12：1891無（明治24年）版302～303頁，13：1892年（明治25隼）版294～295頁，
　　　　　14：1893年（明治26年）版306～307頁
　　　　［壮丁の教育程度（陸軍省より報告）］
　　　　　36：1915年（大正4年）版546頁，37：1916年（大正5隼）版546頁，38；1917年
　　　　　（大正6年）版532頁，39：1918年（大正7年）版532頁，40：1919年（大正8年）
　　　　　版490頁，41：1920隼（大正9年）版504頁，42：1921年（大正10年）版490頁，
　　　　　43：玉922奪（大正n年）版486頁，砥⑲23年（大正12奪）版500頁，45：1924・
　　　　　25年（大薦13・！4年）版494頁，46二1926年（昭和元年）版480頁，47：1927
　　　　　隼（昭和2年）版398頁，48：1928年（三和3無）版406頁，49：1929年（昭憩4
　　　　　駕）版410頁，50：1930年（昭和5年）版410頁，51；1931隼（昭和6年）版410
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頁，52：1932年（昭和7年）版414頁，53：i933葎（昭和8年）版416頁，54：19
34奪（昭和9隼）版428頁，55：1935庫（昭和10年）版426頁，56：1936年（昭
和11郊）版424頁，57：1937年（昭和12無）版443頁
　36：1915年（大正4年）版に，1901無（明治34年）～1914年（大正3年）の統
計も掲載されている。また，55；1935年（昭和10卸）版～57：1937年（昭和i2
年）版に，道府県別の統計が掲載されている。
£刑法犯膏罪確定被告人の教育程度3
30：1909年（明治42年）版484～485頁，31：玉910庫（明治43年）版624～625
頁，32：1911奪（明治44年）版644～647頁，33；1912年（大鑑元年）版688～
689頁，34：19ユ3年（大正2無）版688～689頁，35：19玉4庫（大正3年）版676
～677頁，36：1915年（大正4庫）版502～503頁，37：1916矩（大脳5年）版502
～503頁，38：1917無（大正6無）版488～489頁，39；1918庫（大正7庫）版488
～489頁
噺受刑者の教育程度〕
6：1885無（明治18年）版613～614頁，27：1906年（明治39年）版255頁，28：
1907年（明治40年）版662頁，29：1908年（明治41年）版694～695頁，33：19
12隼（大正蘭月）版73正面，34：　1913年（大圧2鋸）版731頁，35：　a9141Y・（大
正3年）版719頁，36：1915年（大正4年）版537頁，37：1916無（大正5年）版
537頁，38：1917庫（大正6年）版522～523頁，39：1918年（大正7年）版522
～523頁，40：1919矩（大正8年）版481頁，41：1920無（大正9年）版495頁，
42：1921難（大圧10年）版481頁，43；1922年（大正11年）版477頁，44：1923
年（大漁12年初版49頂，45：ユ924年（大正13年）版485頁，46：玉925無（大正
14臼三）；i反　471頁，　47：1926斜三（昭和元年）iW　323頁，　48：1927庫（H召零匪2年）片反
333頁，49：1928年（昭和3年）版335頁，50：1929庫（昭和4無）版335頁，51：
1930臼三（告解5年）版　335頁，　52：1931勾三（｝瑠零1運6盈1三）IW　337頁，　53：　1932年G｛召
零臼7勾三）版　339頁，　54二1933年G昭孝“8勾三）荒庚　345頁，　55：1934年（II9　＄E　9　ff）一反
349頁，56：王935年（昭翻10駕）版347頁，57：1936年（昭和1獅）版369頁，
58；エ937年（穏和ま2葎）版327頁
　6：1885隼（明治18葎）版に，1882鐸（明治15年）～1884年（明治17年）の統
計も掲載されている。また，33：1912郊（大正元年）版に，玉909庫（明治42年）
～1911年（明治44無）の統計も掲載されている。
匝罪被告人の教育面度］
4：ユ882薙（明治15年）版668頁，27：1906年夏明治39隼）版212頁，28：1907
年（明治40無）版420頁
〔懲治場新入者の教育程度］
3：1882年（明治15年）版627～628頁，4＝ユ883年（明治16年）版602頁，
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　　　　5：1884年（明治17隼）版615頁，27：1906奪（明治39年差版258頁，28：1907
　　　　年（明治40隼）版668頁，29：1908年（明治41年忌版701頁
　　　　　27：1906年（明治39隼）版に，1901年（明治34隼）～1905年（明治38年）の統
　　　　計も掲載されている。
　　　　〔已決囚の教育程度〕
　　　　3；1882駕（明治15年）版617～618頁，4：1883年（明治16年）版595～596頁
　　　　［労働者の教育程度（内閣統計局『労働統計統計実地調査』より）3
　　　　　57：1936年（昭和1輝）版278頁（昭和8年調査より），58：1937年（昭和12年）
　　　　　版246頁（昭和11年調査より）
5023：内務省ド内務省統計報告』　（総務庁統計図書館所醐，1；　1884・1885年（明治17・
　　　18年）版～52：1942年（昭和17無）版，臼本図書センターから全巻（全52巻別巻1）
　　　復刻
　　　　1：1884　・1885年（明治17・18年）版に，1885庫（明治18年）の新受刑者と新入
　　　懲治者の教育程度が掲載されている。また，2；1886隼（明治19年）版以降に新入
　　　懲治者の教欝程度と已決囚の出監時の教育程度が掲載されている。
5024：中沢手押編『徴兵並陸海軍志願者必携』兵事雑誌社，1910年（明治43年），国立
　　　国会図書館所蔵
5025：ノーマン，E。　H．，陸井三郎訳『目本における兵士と農民』白日書院，1947年
　　　（昭和22年）
5026：大江志乃夫群民教育と軍隊護新日本出版社，1974妬（昭和49年）
5027：大江志乃夫『戦争と民衆の社会史』徳間書店，1979年（昭和54年）
5028：大江志乃夫撒兵制』沖波新書，1981奪（昭和56隼）
5029：大江志乃夫『＜昭和の歴史3＞天皇の軍隊』小学館文庫，1988黛（昭和63奪）
5030：大濱徹也f天豊の軍隊雲教育社，1978年（昭和53奪）
5031＝大濱徹也編『＜近代民衆の記録8＞兵士』新人物往来社，1978年（昭和53年）
5032：大久保無想。海後宗臣監修『壮丁教育調査概況（全5巻）」宣文堂書店，1973年
　　　（H召不［148年）
　　　　1：1925年（大正14年）度～1931年（昭和6年）度：の各版，1930年（昭和5年）
　　　　　度壮丁思想調査（抜粋），解説（久保義三執筆）
　　　　2：1932年（昭和7庫）度～1936庫（昭和11年）度の各版
　　　　3：1937庫（昭和12奪）度～1939奪（昭和14籍）度の各号
　　　　4：1940年（昭和15年）度～1943年（昭和18年）度の各版，1940年（昭和15年）
　　　　　度壮丁思想調査概況
　　　　5：京都府壮丁教育調査，1909・1910年（明治42・43年）度の各版，大阪府壮
　　　　　丁教育調査，1900隼（明治33年）度～1913年（大正2年）度の各版
5033：大田　箋ヂ大衆の学力」，f思想曝375号，1955隼（昭和30奪），76～85頁，大照
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　　　箋塗学力とはなにか邊国土社，1969年（昭和44年）に収録
5034：陸軍省『陸軍平年轍（総務庁統計図書館所蔵），1：1875年（明治8奪）版～12：1
　　　886年（明治玉9年）版
5035：陸軍省『陸軍省統計年報』（国立国会図書館・防衛庁防衛研究所図書館・総務
　　　庁統計曝書館所蔵），1：1887年（明治20隼）版～49：1937隼（昭和12年）版
　　　　5：1891無（明治24無）版～7：1893奪（明治26年）版・10：1896黛（明治29年）版～
　　　14：玉900年（明治33年）版に，新兵の教育程度を掲載
　　　　13：1899年（明治32年）版以降に，壮丁の教育程度を掲載
5036：陸軍省が徴兵事務摘要』（国立国会図書館・国立公文書館・総務庁統計図書館
　　　所蔵），1908庫（明治41年）版～194王年（昭和16年）版
　　　　国立国会図書館　：1909年（明治42年）版を所蔵
　　　　国立公文書館　　＝1908年（明治41黛）～1922年（大正ll年），1924年（大正13年）
　　　　　　　　　　　　～1934年（昭和9年）の各版を所蔵
　　　　総務庁統計図書館：1926年（大正15年）・1930年（昭和5年）・1935年（昭和10年）・
　　　　　　　　　　　　1936ttll（昭秘1黛）　。1938年（H召蓄U　13Hi）　●1941奪（昭零016年）
　　　　　　　　　　　　の各版を所蔵
5037：佐藤徳太郎『軍隊・兵役鋼管』原書房，1975年（昭和50年）
5038：司法省監獄局『監獄鰯年報3（総務庁統計図書館所蔵），1；1879年（明治12爺）版
　　　～4：1882年（明治15年）版
　　　　教育程度の記載のあるのは，4：1882年（明治15年）版のみ
5039：司法省監獄局が監獄統計年報』（国立国会図書館・総務庁統計図書館所蔵），
　　　1：1899年（明治32年）版～
　　　　1～22：『監獄統計隼報』
　　　　23～62：『行刑統計年報」と改題
　　　　63以降：『矯正統計年報2と改題
　　　　1～44：司法省発行
　　　　45～47：法務庁発行
　　　　48～53；法務府発行
　　　　54以彫季：法務省発行
5040：鹿野政鷹「日本軍隊の成立」，睡史評論』46号，1953年（昭和28年），37～56頁
5041＝高橋二郎「監獄統計調査法（附，瑞西国監獄統計表式）」，『統計集誌』315号，
　　　1907奪（明治40奪），263～268頁
5042：高橋二郎「監獄統計調査法（承前）」，『統計集誌』316号，1907年（明治40年），
　　　313～320頁
5043：寺田近雄『日本軍隊用語集』立風書房，1992年（平成4年）
5044：外山三郎『＜H本史書百科28＞海軍』近藤出版社，1991無（平成3年）
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5045：梅渓　昇「大正9年痩尼崎市壮丁教育調査成績」，『地域史研究』4巻2号，1974
　　　奪（昭和49奪），101－112頁
5046：渡部史夫「壮丁教育調査にみる青奪の学力状況」，『山形教育』233号，1985年
　　　（昭率060年），　27～30頁
5047：横山雅男「徴兵統計の話（照十二三十：月十日本会月次講和会に於ける講演）」，
　　　『統計集誌露363号，19エ1奪（明治44隼），355～356頁
5048；横山雅男「壮丁と小学教育」，il統計集誌』398号，1914鋸（大正3年），281頁
5049：走井正臣・藤原　彰・吉田　裕編f＜日本近代思想大系4＞軍隊　兵士選岩波
　　　書i苫，　1989一三（平成禿年）
5050：「徴兵適齢者ノ教育」，il官報選1554号，1888隼（明治21年）9月1日
　　　　1887隼（明治20隼）の石川島での調査
5051：「徴兵適齢者教育」，糖報卸592号，1888年（明治21年）10月18日
　　　　1888年（明治21年）の石川県での調査
5052；「徴兵適齢者ノ教育」，『窟報』1592号，1888奪（明治21葎）11月13鰯
　　　　1888奪（明治21黛）の栃木県での調査
5053：「微兵適齢者ノ教育」，『官報』1876号，1889年（明治22年）9月28日
　　　　1889年（明治22年）の石川県での調査
5054：「徴兵適齢者資力教育比較」，『慮報』1880号，1889年（明治22年）10月3日
　　　　1889駕（明治22無）の石川県での調査
5055：「徴兵適齢者教育程度」，『滋雨』2129号，1890年（明治23年）8月4日
　　　　1890年（明治23年）の京都府での調査
5056：「徴兵適齢者教育程度」，『滋雨』24日号，1891年（明治24年）7月29日
　　　　1891隼（明治24年）の滋賀梨での調査
5057；f徴兵適齢者の教育程度」，『文部省奪：報』15：1887年（明治20年置版40頁，16：
　　　1888年（明治2i年1）版34～35頁，17：1889隼（明治22庫）版37～38頁，18：1890
　　　隼（明治23奪）版39頁，19：189玉高（明治24隼）版26～27頁
　　　　1887年（明治20年）～1891年（明治24年）の石用県での調査
5058：「犯罪人中教育ヲ受タル者ト受サル者トノ区別」，『文部省年：報』9：1881年（明
　　　治14年）版3！4頁，412～413頁，10：1882隼（明治15年）版393頁
　　　　1881無（明治14年）・1882年（明治15琿）の滋賀興，1881隼（明治14年）の青森
　　　凝での調査
5059：「犯罪者の教育程度」，『文部省年報』13：1885年（明治18年）版210頁
　　　　i884年（明治17庫）・　1885年（明治18隼）の鹿児島県での調査
5060；「明治閥十二年兵庫県壮丁教育程度調査成績（本丁学務課に於ける調査）」，
　　　ガ兵庫教育雑誌雄1909無（明治42隼）11月号・，53～57頁
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6．下騰社会のEJテラシー・その他
6001：加藤秀俊・前田　愛『明治メディア考』中公文庫，1983年（昭和58年）
6002：安藤良雄・山本弘文編ゼ＜生活古典叢書1＞興業意見他前田正名関係資料』光
　　　旧館，1971年（昭秘6！“A）
6003：三山輝雄「一九二，三〇年代のメディアの普及状態一給料生活者，労働者を
　　　中；blこ　一」，　ガ出版研究』　玉5号，　1984tEll（昭和59年），　30～58頁
6004：三国康夫「〈円塞全集〉による読書革命の実態一諸家の読書遍歴にみる一」，
　　　『出版研究」15号，1984隼（昭和59年），40～65頁
6005：江口英一一編『H本拙会調査の水脈一そのパイオニアたちを求めて一』法律
　　　文化粒，1990庫（平成2隼）
6006：遠藤興一「横山源之助とその聴代（1｝～（3＞」，『明治学院論叢（社会学・社会福祉
　　　学房千多宅）3　（1）：274遷｝　（51号），　1980勾三G沼孝［165交戦），　1～38頁，　（2）：291号　（54号），
　　　1980駕（昭和55年），81～119頁，（3＞＝307号（56号），1980蘇三（昭和65奪），43～80
　　　頁
6007：遠藤興一ド都市下層社会の形成・展開と救済事業一東京における慈善事業の
　　　史的考察一（一）～（五）」，『明治学院論叢（社会学・祇会福祉学研究）』（一う；
　　　373号　（6鰐一），　1985年（昭孝【360年），1～117頁，　（二）＝394　．395合｛洋号　（71　．72合
　　　軽骨），1986年（昭和61年），65～112頁，（三）＝400号（73号），1986矩（昭和61年），
　　　25～80頁，（四）：403号（74号），1987無（昭和62庫），29～88頁，（五）：409号
　　　（75号），　1987年（ff醤＊1！62年），1～110頁
6008：林　英央編『＜近代民衆の記録4＞流民雲新人物往来社，1971無（昭和46年）
6009：外聞守善ゼ沖縄の歴史と文化選申公縣書，1986年（騙事61年）
6010＝細井和醤蔵『女工哀史』岩波文庫，1954年（昭和29年），原版，改造社，1925年
　　　（大正14無）
6011：械垣邦子『昭和戦前・戦中期の農村生活一一雑誌r家の光」にみる一3三嶺
　　　書房，　1992勾三（平成4年）
6012：賀川豊彦f＜賀川豊彦全集8＞kliXl心理の研究』キリスト新聞社，1962年（昭和
　　　37年）
6013二群山　畔編『＜生活古典叢書5＞女工と結核』光生館，1970庫（昭和45年）
　　　　農商務省工務局臼二場卑下調査資料』1910！ff　（L！月華43年）
　　　　石原　修『衛猛学上ヨリ見タル女黒の現況』1914年（大正3年）
　　　　石源　修『某紡績会歓某工場工女健康成績調査』1911隼（明治44駕）
　　　　石原　修娚工一部ノ衛生状態二関スル糧雑ナル調査』1913駕（大正2年）
6014：嘉治隆一一編ll＜明治文化資料叢書6＞社会問題難題風間二塁房，1961年（昭和36葎）
　　　　高橋義雄『臼本人種改良論』1884年（明治！7ff1）
　　　　末細八百吉粕本情交之変遷』1887駕（明治20隼）
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　　　　松本英子『鉱毒地の惨状　第一織1902奪（明治35年）
　　　　東洋経済新報祇「二年兵役論」1902奪（明治35年）
　　　　高瀬真卿が東京感化院創業記』1896駕（明治29年）
　　　　佐藤二二解上毛孤児院』1898回戦陽治31年）
　　　　石井十次　琿岡ば1孤児院』　1898斜三（明治31年）
6015：カナモジカイ「高等小学校　卒業　薩前ノ　コFモ　ガ　カン字ヲ　ドノ　程
　　　度ユ読メルカ」，勤ナノヒカ1捕186号，1937隼（昭和12年），16～17頁
6016　：カナモジカイ「国民　成年者ノ　漢字　書敢能力　調査ノ　報告・平均能力
　　　七三三字」，『カナノヒカリ』191号，1937年（昭和12隼），4～7頁
6017：カナモジカイ「高等小学生　ノ　読方能力　シラベ」，『カナノヒカリ』237号，
　　　1941無（昭和16年），　4～11頁
6018：カナモジカイ「工員ノ　読書力　シラベヲ　it　Jrテ」，肋ナノヒカVj　285号，
　　　1946年（昭和21無），　4～5頁
6019二桂　敬一『＜岩波ブックレット・シリーズ日本近代史15＞明治・大正のジャー
　　　ナリズム＄岩波書店，1992奪（平成4年）
6020＝川合隆男編澤近代日本社会調査史（1）・（韮）』二二通信，（1），1989年（平成
　　　元年），（■），1991庫（平成3年）
6021：紀田二一郎『二二の下層社会一明治から終戦まで一』二二社，1990隼（平成
　　　2奪）
6022：草間八十雄『近代下層民衆二二誌（金3巻）』明石書店，1987年（昭和e2年）
　　　　1：貧民街
　　　　　『浮演者と売笑婦の研究』1928年（昭和3葎）
　　　　　『どん底の人達』1936年（昭和11年）
　　　　　「都市生活の裏面考察」1936年（昭秘1年）
　　　　2：娼婦
　　　　　『灯の女闇の女』1937年（昭和12年）
　　　　　ガ闇の実話遷1937年頃昭和12年）
　　　　3：不良児・水上労働者・寄子
　　　　　『水上労働者と寄子の生活』1931庫（昭和6年）
　　　　　『不良児雲1936年（昭和11年）
6023：草間八十雄『近代日本都市下下社会（全2巻）』明石書店，1990年（平成2無）
　　　　1：売笑婦・寄子・被差別部落・水上生活者
　　　　2：貧民街・浮浪者・不良児・貧児
60241草間八十雄『近代H本のどん底社会』明石書店，1992年（平成4無）
6025：前田　愛『近代読者の成立』育精堂，1973年（昭和48無）
6026；松原岩五郎『雪踏黒の東京』岩波文庫，1988駕（昭和63奪），原版，民友社，
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　　　1893年（明治26奪）
6027：松永伍一編『〈近代罠衆の記録1＞農民』新人物往来社，1972年（昭和47年）
6028：松坂忠則「五街字漢字論について」，澤教育国語』47号，1976庫（昭和51年），23
　　　～33頁
6029：宮本常一『忘れられた日本人』岩波文庫，1984年（昭和59年）
6030：窩本常一『家郷の訓』岩波文庫，1984年（昭和59年）
6031；文部省『教育ノ効果二関スル取調（未定稿）悉　（国立国会図書館所蔵），1904年
　　　（明治37年）
6032　：文部省普通学務局窪全州図書館に関する調査一大正10年3月現在一悉日本園
　　　書館協会，1978年目昭和53年），原版，1921隼（大正10年）
6033：文部省社会教育局『全国図書館に関する調査一昭和1玉年4月現在一』日本図
　　　書館協会，1978年目昭和53年），原版，1936年（昭和11年）
6034：森本角蔵『中学校二入学セル爆撃ノ生徒ノ漢字二関スル知識ノ調査i』中等教育
　　　研究会，1917年（大正6年目
6035：森末義彰・蜜月圭吾・木村　礎編蟹く体系日本史叢書玉7＞生活史皿』山川出版
　　　社，1969年（昭和44無）
6036：村上信彦『明治女性史（全3巻4tlfD』理論社，1969年（昭和44隼）～玉972隼（昭和
　　　47年）
6037＝永瀬重敏「戦前の女性読書調査一女工・職業婦入・女学生を中心に一j，
　　　霧中版研究319号，1988年（昭和63年），32～69頁
6038：内閣統計局il労働統計実地調査報告』　（総務庁統計図書館所蔵），1927年（昭和
　　　2年）～1940年（昭和15年）
　　　　第1回：1924年（大正13年）実施
　　　　第21璽】：1927年（昭和2奪）　実施
　　　　第3回：1930年（昭零巨5tEf一）　実施
　　　　第4回：1933奪（昭和8無）実施
　　　　第5回11936年（昭和1均三）実施
　　　　第6回：1939翁三（昭和14年目　実施
　　　　ただし，第6囲調査は，ゼ労働統計実地調査結果表』として報告
6039：内閣統計周『臨蒔労働統計実地調査報告雌　（総務庁統計図書館所蔵），1938年
号　　（昭和13年）～1939庫（昭和14年）
　　　　1938年（昭和13庫）実施の臨時労働統計実地調査の報告
6040：内務省地方局il都市改良参考資料』　（総務庁統計図書館所蔵），1915年（大正4
　　　隼），社会福祉調査研究会編『戦前日本社会事業調査資料集成1』勤草書房，
　　　1986年（昭和61郊）に収録
60411内務省地方周・社会局編『細民調査統計表（合冊）』慶鷹書房，1971年（昭和46
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　　　矩）
　　　　『華匠茎艮調査…二言十表』　1911翁三（明治44年）　闇闇査i実施
　　　　『蓼田二言周査統言ナ一二葺商要』　1912年（彫ヨ治45年頃　調査実施
　　　　『細民調査統計表』1921隼（大鑑10年）調査実施
60421中川　清二本の都市下魍3勤輩書房，1985年（昭和60彰）
6043：申鉢正美編ゼ＜生活古典叢書7＞家計稠査と生活研究』光生館，1971年（昭和46
　　　年）
　　　　岡照良一郎ゼ報徳学斉家一下』1885露（明治18年）
　　　　岡　実『職工の生計状態』
　　　　高野岩三郎『東京二於ケルニ十職工家計調査』
　　　　権田保之助が東京市に於ける労働者家計の一一一一模型』
　　　　権田保之助『策京に於ける少額俸給監郭者家計の一一一一模型』
　　　　権田保之助『労働者及び小額俸給監二者の家計状態比較』
　　　　森本厚吉『洗米f最小生活費」論』
6044：西田長寿編『〈生活古典叢書2＞明治前期の都市下層社会』光生館，1970年（昭
　　　和45年）
　　　　「東京府下貧民の真況」，『朝野赫聞』玉886年（明治19奪）
　　　　大我居士『貧天地飢寒窟探検紀』1893隼（明治26駕）
　　　　鈴木梅四郎『大阪名護町貧二二観察紀』1918庫（大正7年）
　　　　「印刷局本局工場患者統計報告」，ゼ官報』1888年（明治21隼）
6045：菰田長寿『＜明治文化資料叢書12＞新聞編譲風間書房，1960年（昭禰35犀）
　　　　f元老院会議筆記（抄）』
　　　　ゼ明治十六年新聞紙条例に関するもの・官報発行に関するもの』
　　　　読売新聞「本邦新聞紙の歴史」1891年：（明治24年1）
　　　　国民雑誌「東京新聞の内幕」　1911年（明治44隼）
　　　　国民雑誌「地方新聞総まくり」191／・1912年（明治44・45駕）
　　　　佐々木秀二郎『新聞記者列伝（初編）21880年（明治13無）
　　　　佐々木秀二郎『新聞記春列伝（二編掴1880隼（明治13年）
　　　　万朝報「当今の新聞記者j1901・1902年（明治34・35隼）
　　　　内務省図書局『図書局書目　新聞雑誌之部』1883年（明治16銭）
　　　　内務省総務局図霧課『第二図書高書魏1886無（明治19年）
6046：西土長寿『漏塞ジャーナリズム史研究』みすず書房，1989鋸（平成元無）
6047：小汀利得編f＜明治文化資料叢書1＞産業編』風間書房，1961年：（昭和36年）
　　　　第一三農商工高等会議々事速記録『職工ノ取締及保護に関スル件』1896年
　　　　　（明治29年）
　　　　第三回農商工高等会議々事速記録ゼ工場法鱗定ノ件』1898無（明治31隼）
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　　　　永江為政『日本紡績事業の前途』1891年（明治24郊）
　　　　農商務大臣窟房統計課『産業消長素目』1912年（明治45奪）
6048：小汀利得編『＜明治：文化資料叢書2＞経済編』風間書房，1959露（昭和34年）
　　　　日本経済会『近時不漿気之原因及救済策』環本経済界，1886年（明治19黛）
　　　　大沢邦太郎『会社流行之結果如何』1889年（明治22年）
　　　　進　修太郎『日清戦争ト経済社会』1894無（明治27年）
　　　　小手川豊次郎『戦後の経済』1895庫（明治28年）
　　　　農商務大御官房統計課『明治三十七年ノ賃金二及ホセシ戦争ノ影響』1905黛
　　　　　（明治38年）
　　　　農商務大臣継歯統計課『明治三十七庫ノ物価二及ホセシ戦争ノ影響』1905年
　　　　　（明治38黛）
　　　　農商務大隠点出統計課ド明治三十八無ノ物備二面ホセシ戦争ノ影響』1906年
　　　　　（明治39年）
　　　　東京銀行集会所『戦後経済二関スル諸名流意見31906年（明治39年）
6049：岡本達明編『＜近代民衆の記録7＞漁民2新人物往来祇，1978年（昭和53年）
6050：閥綺常太郎「義務教育修了時の書字力についての調査一ならびに文字教育の
　　　改善に関する研究一」，『国語教育』21巻8簿，1936t，g一（昭和11庫），1～26頁
6051＝岡崎常太郎ゼ漢字制限の富盛的研究』血糊三松堂，1938無（昭和13郊）
6052：大藤蒔彦ゼ＜明治文化資料叢書11＞世格幽明風間書房，1960隼（昭和35奪）
　　　　平出鰹二郎『東京嵐俗誌（上・中・下）』1899・1900・190ユ年σ勇治32・33・
　　　　34年）
　　　　乾坤一布衣『社会百方癒』1897年（明治30庫）
　　　　石川天涯『東ゑ学』1908年（明治42年）
6053：大橋　蕪謄‘市の下願社会』誠心書房，1962年（昭和37年）
6054：大石嘉一郎・西田美昭編著f近代日本の行政幽幽隅本経済評論祇，1991年（平
　　　成3年）
60551大門正克「近代闘本における農村社会の変動と学校教育一一一一九二〇年代社会
　　　移動を中心に一」，『ヒストリア』133号，1991年（平成3年），175～198頁
6056；大門正克「近代日本の構造一学年教育の成立と民衆一」，『歴史学研究』628
　　　号，1992年（平成4隼），47～49頁
60571大門並克『＜岩波ブックレッ5・シリーズ日本近代史ll＞明治・大疋の農村』
　　　岩波書塔，1992葎（単成4奪）
6058：大河内一一男編『＜生活古典叢書4＞職工事情』光生館，197玉薙（紹和46隼）
　　　　農簡務省商工局『1二務課二£場調査掛『職工事情』1903年（明治36年）
6059：大島美津子置明治のむら』教育社，／977年（昭孝i：i52年）
6060：歴史学研究会編が明治維新史研究講座5　明治十年～憲法発布』平凡社，1958
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　　　年（昭＊l133年）
　　　　揖西光速ほかヂ第一章　本源的蓄積と産業資本の成立」
　　　　大田　捷「第四章第四節　近代学校の成立と教育政策」
　　　　西田長寿「第四章第五節　縣聞。雑誌の発生とその機能」
6061：労働運動史料委貴会編f日本労働運動史料（全IO巻）』労働運動史料刊行委員
　　　会，1959年（昭和34年）～1975無（昭和50年）
6062：桜井哲夫『「近代」の意味一制度としての学校・工場一』日本放送出版協会，
　　　1984年（昭示059年）
6063＝関谷耕一編『＜生活古典叢書6＞月島調査』光生館，1970年（昭和45年）
　　　　内務省衛生局が東京市京橋区月島に於ける実地調査報告』1921年（大正10年）
6064：渋谷定輔『農民衷史（全2巻）』勤草書房，1970年（昭和45黛）
6065：渋谷定輔il翻案哀史から六十年灘岩波新書，1986黛（昭和6！年）
6066：下村冨士男編『＜明治文化資料叢書4＞外交編』風間書房，1962庫（昭和37年）
　　　　『琉球処分選全3冊
6067：杉原　蕪・闘士金五編『大正／大坂／スラム』新評論，1986ff（昭和61年）
6068：隅谷三無男粕本賃労働史論」東京大学頭版会，1955年（昭和30琿）
6069：隅谷三喜男『日本の労働問題』東京大学出版会，1964年（昭和39年）
6070：隅谷三喜男『ヨ本労働運動蝿有信堂，1966年（昭和41年）
6071：隅谷孟毒男瓦窪く生活古典叢書3＞職工および鉱夫調査』光生館，1970年（昭和
　　　45無）
　　　　農商務省商工局f工場及職工に関する通弊一斑』
　　　　農商務省商工局工務課ゼ工場調査要領』
　　　　『紡績職工ノ現状』
　　　　農商務省商工局工務課配労働者団体及岡盟罷業二関する調査』
　　　　農商務雀商工周工務課『同盟罷業＝関する調査』
　　　　石原　修躍鉱炎の衝生状態調査3
6072：隅谷三喜男『＜醸本の歴史22＞大日本帝国の試練』中公文庫，1974年目昭和49
　　　年）
6073二社会福祉調査研究会編ゼ戦前日本祇会事：業調査資料集成（全10拳男i］巻1）』勤草
　　　書房，1986隼（昭和61年）～
　　　　1：貧困1大正期
　　　　2＝貧困2　昭不［1其羅1
　　　　3：貧困3　昭和期豆
　　　　4：浮浪者・不蜜住宅地区
　　　　5：児童保護
　　　　6：母子保健・母子保護・婦人救済
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　　　　7：老人・障害者・医療保護
　　　　8：経済保護・農村社会事業
　　　　9：社会事業施設
　　　　10：社会事業行政
　　　　男ll：調査資料文献概要目録
6074：谷川健一編『〈近代民衆の記録3＞娼婦』新人物往来社，1971年：（昭和46年）
6075：田代国次部編『日本社会福祉基礎的研究』童心社，1965黛（昭和40年）
6076：東京三編『読方丁丁測定』勝田書店，1935黛（昭和10隼）
6077：粟京都編『東京脊年史（全6巻別巻1）』ぎょうせい，1979年（昭和54年）
6078：土屋喬雄校閲が職工事情』新紀禿祉，昭和51年（1976年）
　　　　農商務省商工局工務課工場調査掛『職工事情j1903年（明治36奪）
60791津田真激『栖本の都市下麟社会一明治末期の賃労tw　一』ミネルヴァ書房，
　　　1972年（昭秘7隼）
6080：上野英信編『＜近代民衆の記録2＞鉱夫』新人物往来社，1971年（昭和46年）
6081：氏原正治郎ゼ＜生活古典叢書8＞余暇生活の研究誰光生館，1970年（昭和45年）
　　　　大阪市祉会部調査課『余暇生活の研究」1923年（大正12年）
6082；山田博光「明治における貧民ルポルタージュの系譜」，ガ日本文学護12巻1号，
　　　1963勾三（昭和38年），　13～22頁
6083：山本茂美『あ、野麦瞭』朝日文庫，1986年（昭和61年）
60841山本茂美『続あs野麦峠』朝日文庫，1986年（昭和61無）
6085：山本武利「出版研究の成果と問題点一近代日本の出版史研究文献を中心
　　　に一」，『出版研究』10号，1979年（昭和54年），44～67頁
6086：山本武利『近代日本の新聞品品層3法政大学出版局，1981年（昭和56年）
6087：横山源之助『巳本の下層社会」岩波文庫，1949俸（昭和24年），原版，教文館，
　　　1899年（明治32年）
6088：横山源之助『下魍社会探訪集』現代教養文庫，1990奪（平成2庫）
7，日本人の読み書き能力調査・その他
7001：天沼　寧「w一マ字教育の10年一文部省はなにをやったか？一」，『ことば
　　　の教育灘1957年（昭和32庫）4月号，2～5頁
7002　天沼　寧・浮田章一ゼ国語・国字問題小史日立二二，1961年（昭和36無）
7003；安藤正次ゼ＜安藤正次著作集6＞言語政策論考』雄山閣，1975隼（昭和50年）
7004：青山毘次f必修になったローマ字教育」，『言語生活』88暑，1959年（昭和3岬），
　　　34～39頁
7005荒　敬解説『日本占領GHQ正史（全55巻）』日本図書センター，1990年（平成
　　　2庫）
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7006：文化庁文化部国語課編『国語関係訓令・告示集（全2冊）』1982・1986黛（昭和
　　　57・61年）
7007：文化庁文化部国語輪編ゼ国語審議会答申・建議集（全2冊）』1984・1986年（昭
　　　孝059．61年）
7008二福田恒存ゼ国語問題論争史』新潮社，1962無（昭和37年）
7009：ギヴンズ，W．　E．「使命を果して」，『文部時報』888号，1951隼（昭和26年）
7010：鬼頭礼蔵「m一マ字教育十一庫」，置言語生活』81号，1958年（昭和33奪），53～
　　　60頁
7011　：　Hardesty，　M．，　Language，　Culture，　and　Romaji　Reform：　A　Comrrzuni－
　　　cations　Policy　Failure　of　the　A　llied　Occupation　ofJapan，　Unpublished
　　　Do¢toral　Dissertation，　University　of　Minnesota，　1986
7012；平楽騒夫冒国語国字単身の歴史』錨草被，1948年（昭和23年）
7013：Hirakawa－Heiitiほか「特集・アンケーy／m一マ字教育実験学級を指導し
　　　て一m一マ字教育から何を学んだか一」，『ことばの教育』1954年（昭和29年）
　　　1月号，7～23頁
7014：保科孝一ゼ国語悶題五十年選三養書房，1949奪（昭和24奪）
7015：伊ケ騎暁生・告原幸一郎編が米国教育使節凶報告加護現代史出版会，1975年
　　　（昭和50年）
7016：井之職有一糊治以後の漢字政策』日本学術振興会，1982年（昭和57年）
7017：石黒　修『H本人の国語生活護東京大学出版部，1951無（昭和26年）
7018：石黒　修「国語国字問題と書語生活」，ガ国文学解釈と鑑賞』1951年（昭和26年）
　　　5月号，8～12頁
7019：石黒修「国語力の講査一特に日本人の読み書きについて一」，澤階隠と学
　　　校』5巻3号，1951無（昭和26年），30～37頁
7020：石黒　修「日本人の読み書き能力調査」，『教育調査』2巻10畢，1953年（昭和28
　　　年），1～8頁
7021：｝wakura－Matuno「ローマ字実験クラスの卒業生はこう語る」，『ことばの教
　　　育』　1955年（昭不［130年）　2月号，　24～27頁
7022：海後宗臣『教育学五十年選評論歓，1971年（昭和46年）
7023：海後宗臨編ド＜戦後日本の教育改革1＞教脊改革」東京大学出版会，1975年（昭
　　　和50無）
7024：勝岡寛次「配翁人の『読み書き能力』調査について一占頷軍の日本語政策の
　　　一貫として一」，ゼ早稲田大学大学院文学研究科紀要別冊（哲学・史学編）還13
　　　集，1986年（昭和61年），103～117頁
7025：勝岡寛次「占領軍の臼ホ語政策を顧みて」，掴語国字』143号，1988年（昭和63
　　　年），4～画
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7026；金田一春彦『金田一春彦獲本語セミナー2。6」筑摩書房，2，1982矩（昭和57奪），
　　　6，　1983年（昭和58矩）
7027：橘田広国『日本のm一マ字運動』日本ローマ字教育研究会，1989奪（平成元年）
7028：国語教育研究会編『国語国字教育史料総覧』国語教育研究会，1969年（昭和44
　　　年）
7029：近藤唯一「新聞の記事と国民の読解カー文部省の『学力調査』とf読み書き
　　　能力調査」から一」，『新聞研究』74号，1957隼（昭和32年），22～27頁
7030：輿水　実「社会構造と読み書き能力」，『書語生活』72号，1957奪（昭和32年），
　　　16～24頁
7031：久保義三『対日占領政策と戦後教育改革』三省堂，1984年（昭和59年）
7032：教科教育百年史編集委員会編『原典対照教育使節団報告書』建羅社，1985年
　　　（昭和60無）
7033＝マツサカ　タダノリ「特集・あれから10年」，匙とばの教育』17巻7号，1955
　　　年（昭和30黛）8月号，2～49頁
7034：丸谷才一編『＜巳本語の世界16＞国語改革を批判する』中央公論社，1983年
　　　（昭和58奪）
7035：文部省・文化庁が国語審議会報告一纏議事要録一（1～18）』1～3：文部省，
　　　4～18：文化庁
　　　　1＝1949蘇三（昭琴目24年）　4月～1952年（昭不II27年）　4月
　　　　2：1952葎（昭和27年）4月～1954無（昭和29年）4月
　　　　3：1954奪（昭和29年）7月～1956無（昭和31無）7月
　　　　4：1956無（昭和31年）12月～1958年（昭和33年）11月
　　　　5：1959無（昭和34年）3地区1961年（昭和36年）3月
　　　　6：1961年（昭和36年）10月～1963年（昭和38奪）10月
　　　　7：1964年（昭和39庫）1月～1966年（昭憩41年：）1月
　　　　8：1966庫（昭和41年）6月～1968奪（昭和43年）5月
　　　　9：1968奪（昭和43年）6月～1970年（昭和45無）5月
　　　　10＝1970年（昭和45鐸）7月～1972年（昭和47年）6月
　　　　11：1972年（昭和47年）ll月～1974年（昭和49年）11月
　　　　12：1975二三（昭憩50年）　1月～1977年（昭考…052年）　　1月
　　　　13：1977年（昭憩52年）　4月～1979年（昭牽【羅54年）　3月
　　　　14：1979駕（昭和54年）6月～1981ff（1】召和56年）5月
　　　　15：1982爺（昭和57隼）3月～1984年（昭和59年）3月
　　　　16＝1984年（昭和59鋤4月～1986年（昭和61隼）4月
　　　　17；1986彗三（昭和61隼）　12月～1988年（縞召率日63年）　12月
　　　　18＝1989年（平成元隼）2月～1991年（平成3隼）2月
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7036：文部省『ローマ字教育の指針・ローマ字文の書き方』1949年（昭和24年）
7037：文部省『ローマ字教育実験学級終末テストの調査報告（昭和26三度）』　（国立
　　　教育研究所所蔵），1952年（昭和27年）
7038：文部省『＜国語シリーズ9＞入門期におけるn一マ字文の学習指導』1952年（昭
　　　和27奪）
7039；文部省『ノ1、学校ローマ字指導資料』教育出版，1960年（昭和35年）
　　　　第1部P一マ字学習指導実験研究報告
　　　　第2部　　「w一マ字文の書き方」解説
7040：文部省掴民の読み書き能力』大蔵省印二二，1961年（昭和36年）
7041：文部省教科書局国語二丁『国語調査沿革資料一丁・諸外国における国語国字
　　　間題に関する文献目録一31949年（昭和24こ口
7042；文部省教科書局国語課ローマ字調査係鼻一マ字調査会，つづり方に関する委
　　　員会』　（国立教育研究所戦後教育資料翼一40），1949奪（昭和24年）
7043：文部省教科書局国語課ローマ字調査係『ローマ字調査会，ローマ字教育に関す
　　　る委員会』　（国立教育研究所戦後教育資料H－41），1949隼（昭和24年）
7044：もののべ　ながおき「裏切られた言語改革一一教育使節団報告の運命一」，
　　　建ことばの教育21957年（昭和32奪）4月号，1G～13頁
7045：村井　実（全訳解説）ガアメij力教育使節団報告書』講談社学術文庫，1979奪
　　　（匪召下臼54年）
7046：仲　新ガ＜教育学叢書1＞田本現代二二史』第一法規1969年（昭和44年）
7047二中村裕子「〈文献紹介〉文部省　国民の読み書き能力」，ガ計蚤国語学』17号，
　　　1961年（昭考…036年），　52～56頁
7048：中島滝子ほか「特集・国立教育研究所指定の実験学級を出た子どもたち」，ゼこ
　　　とばの教育』1953年（昭和28駕）10月号，16～28頁
70491日本のv一マ字社『ローマ字実験学級の三三H本のu一マ字社，1991無（平
　　　成3薙）
　　　　文部省ゼローマ字教育実験学級の調査報告選1951犀（昭和26年）
　　　　石黒　修「ローマ字教育の工銭と調査」1952年（昭和27斧）
　　　　岩下新平「ローマ字文の読みの速さについての資料」
　　　　大塚明郎「読みの測定の結果に対する考察と将来の問題」
　　　　ローマ字教育研究駈調査部「国語“読む力”の成績」
　　　　Totinai－K：azuo「m一マ字実験教育の足あと」
7050：西　鋭夫『マッカーサーの犯罪一秘録日本占領一（全2巻）露日本工業新聞
　　　社，1983年（昭和58犀）
．．V051：西平重喜・島津一夫・石黒　修「掴民の読み書き能力』をめぐって一一統計・
　　　心理・教育学者の意見一」，『書語生灘1961年（昭和36年）6月号，80～83頁
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7052：野元菊雄「ハワイH四人の読み書き能力」，国立国語研究所il＜論集4＞ことば
　　　の研究4』秀英出版，1973年（昭和48年），200～213頁
7053：野元菊雄「2　日本人の読み書き能力」，大野　晋・柴田　武編『〈岩波講座日
　　　本語3＞国語国寧問題』岩波書店，1977奪（昭和52年），39～69頁
7054：野元菊雄睡本人と日本語』筑摩書房，1978年（昭和53年）
7055：野村広「南原学長への公開状一（アメリカより帰りて）について一」，
　　　『ことばの教育』1951年（昭和26隼）1月丹，1～！2頁
7056：野村雅昭が漢字の未来』筑摩書房，1988奪（昭煽63年）
7057：岡野篤信「『ローマ字教育は日本語を英語にしてしまおうとするアメリカの占
　　　領政策だ』という話」，一ことばの教育』1955隼（昭和30年）6月・号，16～17頁
70581小野　町角『国語改革論争』くろしお出版，1960年（昭和35年）
7059：レイ，H．・勝岡寛次「占領軍のH本語政策について（その一一）」，『占領教育史
　　　研究」3号，1986無（昭和61年），1～35頁
7060：レイ，H．・勝閥寛次「占領軍の日本語政策について（その二）」，ゼ戦後教膏史
　　　研究』5号，1988黛（昭和63年目，1～36頁
7061：リックス，A．編，竹前栄治・菊池　努訳齢本占領の日々一マク．マホン・ボー
　　　ル日記一』岩波書店，1992黛（平成4年）
7062：ローーマ字教育研究所講査部「〈特別調査〉文部省のローマ掌教育実験学級の実
　　　態とそれの終末テストの分析」，紅とばの教育』1952駕（昭和27年）11月号，
　　　10～31頁，　1952勾三（H謬禾027年）　12月一号，　9～22頁
7063：佐藤二代三編『〈漢字講座11＞漢字と麟語問題』明治書院，1989隼（平成元年）
　　　　古田東朔f明治以降の国字問題のeCEhjj
　　　　加藤蕉信「常用漢字の字数・字種・字体」
　　　　渡辺　実「常用漢字の音訓」
　　　　安部清哉「常用漢字の送り仮名」
　　　　加藤彰彦「振り仮名の問題」
　　　　武部良明「漢字制限と書きかえ・言いかえ」
　　　　村上雅孝f入名の漢字」
　　　　鏡味明党「地名の漢字」
　　　岩淵　匡「表記のゆれ」
　　　野鴨菊雄「未来社会と漢宇」
　　　　田嶋一夫「コンピュータと漢字」
　　　菱沼　透「中国の簡体字と常用漢字」
　　　　田中章夫「漢字依存度の推移」
　　　　中田祝夫「漢字不滅を体験して一敗戦後の国語問題の回想一」
　　　　「付録1漢字を中心とする国語問題年表」
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　　　　「付録2各種漢字制隈案および現『常用漢字』をめぐる諸事項一覧表」
7064：柴環　武「臼本人の読み書き」，『国文学解釈と鑑賞』1953奪（昭和28年目6月号，
　　　21～24頁
7065：塩田紀和『日本の言語政策の研究』くろしお出版，1973年（昭和48銀）
7066：白石大二『終戦後における国語改良の動向』社会社，1952年（昭和27年）
7067：袖井林二郎・竹前永治編『戦後日本の原点一占領史の現在一（全2巻）』悠
　　　帰社，1992年（平成4無）
7068：鈴木英一『日本占領と教育改革戯勤草書房，1983隼（昭和58年）
7069：高橋史朗編『〈現代のエスプリ209号〉占領下の教育改革』至文堂，1984年（昭
　　　和59琿）
　　　　高橋史朗「概説・占領下の教育改革」
　　　　土持ゲーり一法一瞥第一次米国教育使節団報告書』の作成経緯について」
　　　　西　鋭夫「日本語のローマ字化政策」
7070：武部良明「9　国語国字悶題の由来」，大野　晋・柴田　三編ド＜岩波講座日本
　　　語3＞国語国字悶題』岩波書店，1977郊（昭和52庫），259～308頁
7071：武部良明ゼH本語の表記』角摺書店，1979駕（昭和54爺）
7072：竹前栄治『占領戦後史選双楴社，1980年（昭和55年）
7073：竹前栄治『GHQ露岩波新書，1983年（昭和58奪）
7074：竹前栄治『＜岩波ブックレット・シリーズ昭和史9＞占領と戦後改革2岩波書
　　　店，1991年（平成3年）
7075：土岐善麿ほか「特集・第二次アメリカ教育使節団の勧告書とその反響」，『こと
　　　ばの教育』1950駕（昭和25矩）11月号，38～53頁
7076　：　Totinai－Kazuo　r”R6　mazi　Zikl〈en　Gakkyfi　no　Kiro｝〈u”　ni　yosetej，
　　　『R6mazi　no　Nippon』461号，／991年（平成3年），7～8頁
7077：土持ゲーり一法一『米国教育使節団の研究』玉川大学出版部，1991隼（平成3奪）
7078　：　Twine，　N．，　Toward　Simplic！ty：　Script　Re£orm　IVfovements　in　the　Meiji
　　　Period，　Monumenta　Nipponica，　vol．38　（1983），　H5－132
7079　：　Twine，　N．，　Language　and　the　Modem　State：　The　Reforrn　of　VVritten
　　　Japanese，　Routledge，　1991
7080；Ungar，　J．　M．「占領期日本のm一マ字教育」，鞍6mazi　nQ　NippOn』461号，
　　　1991琿（平成3年），1～6頁
7081＝渡部宗助編『＜戦後教育改革資料8＞戦後改革期の教育に関する論説と記事一
　　　被占領下のr教育論調」と「教育に関する資料」より一』国立教育研究所，
　　　1989年（平成元隼）
7082；矢野敏雄「戦後日；本の国語国字問題と国語教育の検討一使節団報告書中の
　　　『国語の改革』をめぐって一」，『国学院雑誌露60巻4号，1959年（昭和34年），
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　　　48～59頁
7083：読み書き能力調査委員会「国民の読み書き能力調査」，『国立教育研究所所報』
　　　1号，1950年（昭和25年），4～18頁
7084：読み書き能力調査委員会『日本人の読み書き能力2東京大学出版部，1951難
　　　（昭和26年）
7085：読売新聞社会部編f臼本語の現場（全4集）露読売新聞社，第1集，1975年（昭和
　　　50無），第2・3集，1976年（昭和51年），第4集，1977年（昭和52隼）
7086：三田澄夫・井之Ufi一一一編掴字問題論郷冨由房，1950年（昭和25無）
7087：吉田澄夫・井之口有一編『明治以降国字問題諸案集成渥風間書房，1962年（昭
　　　和37黛）
7088：吉田澄夫・井之口有一編『明治以降国語問題論集』風間書房，1964年（昭和39
　　　年）
7089：審田澄夫・井之口有一編ゼ明治以降国語問題諸案集成（全2巻雇風間書房，上
　　　巻，1972年（昭和47年），下巻，1973年（昭和48年）
7090：ilu一マ字教育協議会関係資料渥（国立教育研究所戦後教育資料■一27），1946
　　　年（昭和21年）
7091：「アメリカ教育使節団の国語改革の勧告を読んで一現場の声一」，かことば
　　　の教育』1950隼（昭和25年）10月号，39～45頁
7092：ガ資料日本占領（全11巻）』大月書店，1990無（平成2庫）～
　　　　1：天豊制
　　　　2：労鋤改革と労働運動
　　　　3：公職追放
　　　　4：在世朝鮮人
　　　　5＝東京裁判
　　　　6：レッドパージ
　　　　7：検閲・マスコミ統制
　　　　8：教育改革
　　　　9：医療制度
　　　　ユ0：再軍備
　　　　11：科学政策
8．　事典・目録（一般的なものを除く）
8001：地方教育史文献研究会編『1：ヨ本近代地方教育史文献目録』第一書房，1982年
　　　G羅｛示057奪三）
8002　伊ケ崎葛生。松島栄一一・一編『1ヨホ教育史年表』三省堂，1990奪（平成2無）
8003石川松太郎が改訂教育史に関する文献目録並に解題』宣文堂書店，1974年（昭
一241一
　　　和49年）
8004：岩波書店編集部編ゼ〈日本近代思想大系瑚巻〉近代史料解説・総囲次・解説3
　　　岩波書店，1992年（平成4年）
8005＝軽率史総合研究会編『日本女性史研究文献目録（全2巻増東京大学出版会，1：
　　　1983年（昭不臼58年），　】〔【：1988年（9G一＄R63剰三）
80061国文学研究資料館史料館編『近世・近代史料目録総覧』三省堂，1992無（平成4
　　　年）
8007：幼立教育研究所編『〈教育文献総合目録第一集〉明治以降教育文献総合目録2
　　　印刷庁，1950葎（昭和25隼）
8008；国立教鞭研究所編『〈教育文献総合目録第二集〉地方教育資料総合目録』東洋
　　　館，1950年（昭和25奪）
8009：小山弘健『日本社会運動史研究史論一文献目録とその解説一』新泉社，
　　　1976年（昭和51年）
8010；京都部落史研究所編『部落史研究文献目録』柏書房，1982年（昭和57年）
8011＝松田芳郎魂棚治期鮮烈の総括統計書解題一「勧業年報」によるデータベー
　　　ス編成事業報告書（1）一選・一一一・橋大学経済研究所日：本経済統計文献センター，
　　　1980奪（昭和55年）
8012：明治文化資料叢書刊行会編『＜明治文化資料叢書7＞書自編2風閤書房，1963
　　　年（昭率l138年）
8013：宮原誠一・丸木政臣・伊ケ綺暁生・藤岡貞彦建資料臼本現代教育史4・戦前』
　　　三三省堂，　1979勾当（昭和54年）
8014：百瀬　孝『事典昭和戦前期の日本一制度と実態一」吉川弘文館，1990年（平
　　　成2奪）
8015：村上　直編『日本近世史研究事典』東京堂出版，1989隼（平成元年）
8016：内閣統計局編ゼ統計資料解題3大空社，1988年（昭和63個日，原版，全国経済調
　　　査i機関連合会，　昭巨石11勾三（1936年）
8017：日本学術振興会編『日本占領文献目録悪運本学術振興会，1972年（昭和47年）
8018：日本近代教育史事典編集委員会編『日本近代教育史事典』平凡社，1971年（昭
　　　和46年）
8019：小木新造ほか編『江戸東京学事典』三省堂，1987琿（昭和62隼）
8020：大串夏身ほか編『江戸・東京学研究文献案内』青弓祇，1991奪（平成3年）
8021：歴史科学協議会編硬目・日本近現代史（全3巻）』三省堂，1985年（昭和60年）
8022：佐々木　毅ほか編『戦後立大事典』議政堂，1991年（平成3年）
8023：総理府統計局図書館ゼ和雑誌目録』総理府統計局図書館，1975無（昭和50年）
　　　　現総務庁統計図書館所蔵の雑誌閉域
8024：総理府統計局図書館『都道府漿統計書目録』総理府統計局図書館，1981年（昭
　　　　　　　　　　　　　　　　一242一
和56年）
　現総務庁統計図書館所蔵の都道府漿統計書の目録。なお，都道府県統計書は，
雄松堂によってil明治年間府県統計書集成戯　『大正・昭和年間府票統計書集成彗
『都道府県統計書集成』としてマイクロフィルム化されている。
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